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N E W S  T O P I C S
西分館「雪まつり」開催（２/11）

BBCでプロのカーデザイナーによるトークセッション・ワークショップ（２/18・19）
　18 日（土）午後 3 時から、BBC（加茂土産物センター）にて
㈱ G.F.G.S. 主催の「CAR LIFE トークセッション vol.2」が開催
されました。
　日産自動車のデザイナー川島剛さん（日産モータースポーツ &
カスタマイズ株式会社オーテック事業所デザイン部所属）から、
デザインやものづくりについて、デザインを軸にしながら様々な
角度からお話をしていただきました。
　翌日午前 11 時からのスケッチワークショップには、親子連れ
合わせて12人が参加しました。
はじめに川島さんが実際のデザイン現場の写真を見せながら、
一台の車が出来上がるまでのお話をしました。次に実際に川島さん
がデッサンの見本を実演し、その後参加者は、配られた用紙に資料
を見ながら思い思いのカーデザインを描きあげていきました。
　BBC のドリンクを飲んで講師と雑談をしながらの、楽しい雰囲
気のワークショップでした。

　11日の午後1時から、公民館西分館で「雪ま
つり」を開催しました。グラウンドには大きな
雪像がいくつも並び、体育館ではライブイベン
トや書道パフォーマンスなども実施。夜には建
物や通路に飾られたイルミネーションが、西分
館を煌びやかに彩りました。
　この事業は、西分館の令和４年度最後の事業
で、関係する人たちがいろいろなアイデアを出
し合いながら行った手作りの事業です。令和５
年度も、楽しい事業を展開していくそうです。

【有料広告】

場内の主な施設

管理棟
取水塔・急速攪拌池 ・ フロック形成池
薬品沈殿池（傾斜板式沈殿池 2池）
急速ろ過池 4池
浄水池・消毒施設

　信濃川から水を取水し、天神林浄水場
で水道水を作ります。
　天神林浄水場では、急速ろ過方式で水
道水を作っています。急速ろ過方式とは、
水中の小さな濁りや細菌類などを薬品で
凝集、沈殿させた後の上澄みを、速い速
度（天神林浄水場では 127ｍ/ 日）でろ
過池の砂層に通し、水をきれいにする方
法です。
　比較的濁りの多い河川水等の処理に適
しており、現在最も多く採用されていま
す。この方法は、狭い敷地でも多量の水
を処理できることが特徴です。

天神林浄水場

天神林浄水場

天神林浄水場（薬品沈澱池）

信濃川取水塔

天神林浄水場

天神林浄水場（薬品沈澱池）

信濃川取水塔

三条地域水道用水供給企業団
（三条市長野地内）

　三条地域水道用水供給企業団は、三条
市、田上町、加茂市で構成された一部事
務組合です。三条市の大谷ダムから水を
取水し、急速ろ過方式によって浄水し、
構成市町へ送水しています。
　加茂市は、企業団から矢立調整池と都
ケ丘調整池で受水し、各家庭や事業所へ
届けています。

　水がなくては生活をすることができま
せん。老朽化が課題となっている施設も
ありますが、安全でおいしい水を安定的
に供給できるようこれからも施設の維持・
管理に努めてまいります。

広報かも　No.801　5．3．15　　 2

表紙

加茂市長　藤田　明美

上水道について

　加茂市の水道水は、加茂川や大谷ダム、信濃川から取水した水を水質に応じて浄
水処理を行い、消毒してから各家庭に供給しています。今月号は安全でおいしい水
道水を供給している 3 つの浄水場（宮寄上浄水場・天神林浄水場・三条地域水道用
水供給企業団）を紹介します。

場内の主な施設

管理棟
第1貯水池・第2貯水池
取水口 ・ 分水井 ・ フロック形成池
薬品沈殿池（傾斜板式沈殿池 2池） 
緩速ろ過池 5池 
浄水池・消毒施設

　粟ヶ岳から流れてくる加茂川上流の水を、第２貯水池と第１貯水池（水源池）に
蓄えて、宮寄上浄水場へ導水し、場内施設で水道水を作ります。
　宮寄上浄水場では、緩速ろ過方式で水道水を作っています。緩速ろ過方式とは、ゆっ
くりとした速度（宮寄上浄水場では 5.6ｍ/ 日）でろ過池の砂層に水を通し、生物ろ
過膜の浄化作用で水をきれいにする方法です。この方法は、原水となる川の水がき
れいな場合に適しており、薬品の使用量も少なく、おいしい水を作ることができます。

宮寄上浄水場

宮寄上浄水場

宮寄上浄水場（緩速ろ過池） 第 1貯水池

宮寄上浄水場

宮寄上浄水場（緩速ろ過池） 第 1貯水池

市民生活を支える縁の下の力持ち
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加茂市初！企業版ふるさと納税（2/21）
　信金中央金庫（SCB）様の創立70周年記念事業である
「SCBふるさと応援団」に、加茂市が令和５年度に実施予
定の「加茂七谷温泉美人の湯アウトドア事業」への寄附を
加茂信用金庫様の推薦を受けて申請し、昨年12月23日に
同事業への企業版ふるさと納税での寄附が決定しました。
加茂市としては初めての寄附になります。
　21日（火）午前11時30分に市役所３階会議室にて寄附
金の贈呈式を行いました。寄附金の金額は１千万円です。
　加茂七谷温泉美人の湯をもっと魅力ある場所にして、
ひいては加茂市の魅力を向上させるため、様々な施策を
工夫してまいります。

須田小学校で「防災出前授業」（3/1）
　加茂市の防災専門員に令和４年12月1日に就任し
た高橋亨さんによる、防災出前授業が3月1日（水）
に須田小学校で開催されました。
　この日の内容は「非常持ち出し袋ゲーム」。講師の
高橋さんは、入れ物は避難時に両手が使えるリュッ
クがいいということを児童に伝え、リュックに入れ
るとしたらどんな物が良いかを、4班に分かれて話
し合いました。
　児童たちは「運転免許証はいらないでしょ～」「オ
ムツはいるよ」「ゲームほしい！」「荷物多すぎで
しょ！」など、賑やかに話し合って持ち出し袋の中
身を決めていました。

ふるさと納税セミナー第２弾（２/21）
　21日（火）午後 4時から、産業センターで「ふるさ
と納税セミナー第２弾　なぜ、このデザインは売れな
い？」を開催しました。
　講師は (株 ) フレーム代表取締役の石川竜太さん（三条市出身）です。
　はじめに、ご自身の作品一つひとつについて解説をしながらご紹介
いただきました。次に、前提やターゲッティングにもとづくデザイン
がいかに重要か、デザインに計画が伴った形で携わった事業をご紹介
いただきました。
　参加者は、石川さんの様々な角度からのデザインワークのお話に聞
き入っていました。
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機
の
あ
る
全
国
の
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
取
得
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
の
取
得

は
、
窓
口
交
付
よ
り
100
円
安
く
１
通
200

円
で
、
交
付
時
間
も
午
前
６
時
30
分
か

ら
午
後
11
時
ま
で
、
土
・
日
・
祝
日
・

年
末
年
始
で
も
取
得
で
き
ま
す
の
で
、

こ
ち
ら
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
春
の
風
物
詩
に
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て
い
る
加
茂
川

の
鯉
の
ぼ
り
。

　
今
年
は
期
間
を
少
し
延
長
し
、
４
月

上
旬
か
ら
５
月
下
旬
ま
で
、
約
500
匹
の

鯉
の
ぼ
り
が
葵
橋
周
辺
を
泳
ぎ
ま
す
。

　
加
茂
川
に
鯉
の
ぼ
り
を
泳
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せ
る
会

で
は
、
使
わ
な
く
な
っ
た
鯉
の
ぼ
り
を

集
め
て
い
ま
す
。
ご
自
宅
に
眠
っ
て
い

る
鯉
の
ぼ
り
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ

ひ
、
ご
寄
贈
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
商
工
観
光
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西分館「雪まつり」開催（２/11）

BBCでプロのカーデザイナーによるトークセッション・ワークショップ（２/18・19）
　18 日（土）午後 3 時から、BBC（加茂土産物センター）にて
㈱ G.F.G.S. 主催の「CAR LIFE トークセッション vol.2」が開催
されました。
　日産自動車のデザイナー川島剛さん（日産モータースポーツ &
カスタマイズ株式会社オーテック事業所デザイン部所属）から、
デザインやものづくりについて、デザインを軸にしながら様々な
角度からお話をしていただきました。
　翌日午前 11 時からのスケッチワークショップには、親子連れ
合わせて12人が参加しました。
はじめに川島さんが実際のデザイン現場の写真を見せながら、
一台の車が出来上がるまでのお話をしました。次に実際に川島さん
がデッサンの見本を実演し、その後参加者は、配られた用紙に資料
を見ながら思い思いのカーデザインを描きあげていきました。
　BBC のドリンクを飲んで講師と雑談をしながらの、楽しい雰囲
気のワークショップでした。

　11日の午後1時から、公民館西分館で「雪ま
つり」を開催しました。グラウンドには大きな
雪像がいくつも並び、体育館ではライブイベン
トや書道パフォーマンスなども実施。夜には建
物や通路に飾られたイルミネーションが、西分
館を煌びやかに彩りました。
　この事業は、西分館の令和４年度最後の事業
で、関係する人たちがいろいろなアイデアを出
し合いながら行った手作りの事業です。令和５
年度も、楽しい事業を展開していくそうです。

【有料広告】

場内の主な施設

管理棟
取水塔・急速攪拌池 ・ フロック形成池
薬品沈殿池（傾斜板式沈殿池 2池）
急速ろ過池 4池
浄水池・消毒施設

　信濃川から水を取水し、天神林浄水場
で水道水を作ります。
　天神林浄水場では、急速ろ過方式で水
道水を作っています。急速ろ過方式とは、
水中の小さな濁りや細菌類などを薬品で
凝集、沈殿させた後の上澄みを、速い速
度（天神林浄水場では 127ｍ/ 日）でろ
過池の砂層に通し、水をきれいにする方
法です。
　比較的濁りの多い河川水等の処理に適
しており、現在最も多く採用されていま
す。この方法は、狭い敷地でも多量の水
を処理できることが特徴です。

天神林浄水場

天神林浄水場

天神林浄水場（薬品沈澱池）

信濃川取水塔

天神林浄水場

天神林浄水場（薬品沈澱池）

信濃川取水塔

三条地域水道用水供給企業団
（三条市長野地内）

　三条地域水道用水供給企業団は、三条
市、田上町、加茂市で構成された一部事
務組合です。三条市の大谷ダムから水を
取水し、急速ろ過方式によって浄水し、
構成市町へ送水しています。
　加茂市は、企業団から矢立調整池と都
ケ丘調整池で受水し、各家庭や事業所へ
届けています。

　水がなくては生活をすることができま
せん。老朽化が課題となっている施設も
ありますが、安全でおいしい水を安定的
に供給できるようこれからも施設の維持・
管理に努めてまいります。
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加茂市初！企業版ふるさと納税（2/21）
　信金中央金庫（SCB）様の創立70周年記念事業である
「SCBふるさと応援団」に、加茂市が令和５年度に実施予
定の「加茂七谷温泉美人の湯アウトドア事業」への寄附を
加茂信用金庫様の推薦を受けて申請し、昨年12月23日に
同事業への企業版ふるさと納税での寄附が決定しました。
加茂市としては初めての寄附になります。
　21日（火）午前11時30分に市役所３階会議室にて寄附
金の贈呈式を行いました。寄附金の金額は１千万円です。
　加茂七谷温泉美人の湯をもっと魅力ある場所にして、
ひいては加茂市の魅力を向上させるため、様々な施策を
工夫してまいります。

須田小学校で「防災出前授業」（3/1）
　加茂市の防災専門員に令和４年12月1日に就任し
た高橋亨さんによる、防災出前授業が3月1日（水）
に須田小学校で開催されました。
　この日の内容は「非常持ち出し袋ゲーム」。講師の
高橋さんは、入れ物は避難時に両手が使えるリュッ
クがいいということを児童に伝え、リュックに入れ
るとしたらどんな物が良いかを、4班に分かれて話
し合いました。
　児童たちは「運転免許証はいらないでしょ～」「オ
ムツはいるよ」「ゲームほしい！」「荷物多すぎで
しょ！」など、賑やかに話し合って持ち出し袋の中
身を決めていました。

ふるさと納税セミナー第２弾（２/21）
　21日（火）午後 4時から、産業センターで「ふるさ
と納税セミナー第２弾　なぜ、このデザインは売れな
い？」を開催しました。
　講師は (株 ) フレーム代表取締役の石川竜太さん（三条市出身）です。
　はじめに、ご自身の作品一つひとつについて解説をしながらご紹介
いただきました。次に、前提やターゲッティングにもとづくデザイン
がいかに重要か、デザインに計画が伴った形で携わった事業をご紹介
いただきました。
　参加者は、石川さんの様々な角度からのデザインワークのお話に聞
き入っていました。
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６
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。
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サ
ー
ビ
ス

コ
ー
ナ
ー
（
下
条
・
七
谷
・
須
田
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
内
）
で
の
市
民

課
・
税
務
課
の
証
明
書
の
交
付
を
令
和

５
年
３
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茂信用金庫理事長の杵鞭久様と藤田市長
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をこめ」の誕生にまつわるお話も
ありました。
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高橋亨さん
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行う「かも防災出前講座」を行っ
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災事業や地域、団体の防災イベン
トとして、また、防災学習や保育
園、要配慮者施設等の職員学習な
どにご活用ください。
問い合わせ　総務課防災係（☎内線 321）
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取
得

は
、
窓
口
交
付
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付
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６
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取
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５
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ぼ
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ぼ
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ぼ
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N E W S  T O P I C S
西分館「雪まつり」開催（２/11）

BBCでプロのカーデザイナーによるトークセッション・ワークショップ（２/18・19）
　18 日（土）午後 3 時から、BBC（加茂土産物センター）にて
㈱ G.F.G.S. 主催の「CAR LIFE トークセッション vol.2」が開催
されました。
　日産自動車のデザイナー川島剛さん（日産モータースポーツ &
カスタマイズ株式会社オーテック事業所デザイン部所属）から、
デザインやものづくりについて、デザインを軸にしながら様々な
角度からお話をしていただきました。
　翌日午前 11 時からのスケッチワークショップには、親子連れ
合わせて12人が参加しました。
はじめに川島さんが実際のデザイン現場の写真を見せながら、
一台の車が出来上がるまでのお話をしました。次に実際に川島さん
がデッサンの見本を実演し、その後参加者は、配られた用紙に資料
を見ながら思い思いのカーデザインを描きあげていきました。
　BBC のドリンクを飲んで講師と雑談をしながらの、楽しい雰囲
気のワークショップでした。

　11日の午後1時から、公民館西分館で「雪ま
つり」を開催しました。グラウンドには大きな
雪像がいくつも並び、体育館ではライブイベン
トや書道パフォーマンスなども実施。夜には建
物や通路に飾られたイルミネーションが、西分
館を煌びやかに彩りました。
　この事業は、西分館の令和４年度最後の事業
で、関係する人たちがいろいろなアイデアを出
し合いながら行った手作りの事業です。令和５
年度も、楽しい事業を展開していくそうです。

【有料広告】

場内の主な施設

管理棟
取水塔・急速攪拌池 ・ フロック形成池
薬品沈殿池（傾斜板式沈殿池 2池）
急速ろ過池 4池
浄水池・消毒施設

　信濃川から水を取水し、天神林浄水場
で水道水を作ります。
　天神林浄水場では、急速ろ過方式で水
道水を作っています。急速ろ過方式とは、
水中の小さな濁りや細菌類などを薬品で
凝集、沈殿させた後の上澄みを、速い速
度（天神林浄水場では 127ｍ/ 日）でろ
過池の砂層に通し、水をきれいにする方
法です。
　比較的濁りの多い河川水等の処理に適
しており、現在最も多く採用されていま
す。この方法は、狭い敷地でも多量の水
を処理できることが特徴です。

天神林浄水場

天神林浄水場

天神林浄水場（薬品沈澱池）

信濃川取水塔

天神林浄水場

天神林浄水場（薬品沈澱池）

信濃川取水塔

三条地域水道用水供給企業団
（三条市長野地内）

　三条地域水道用水供給企業団は、三条
市、田上町、加茂市で構成された一部事
務組合です。三条市の大谷ダムから水を
取水し、急速ろ過方式によって浄水し、
構成市町へ送水しています。
　加茂市は、企業団から矢立調整池と都
ケ丘調整池で受水し、各家庭や事業所へ
届けています。

　水がなくては生活をすることができま
せん。老朽化が課題となっている施設も
ありますが、安全でおいしい水を安定的
に供給できるようこれからも施設の維持・
管理に努めてまいります。
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新
規
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講
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年
中
〜
中
学
生
を
募
集

　
令
和
５
年
度
の
受
講
生
を
募
集
し
て

い
ま
す
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新
体
操
は
リ
ボ
ン
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ー
ル
、フ
ー
プ
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ロ
ー
プ
、
ク
ラ
ブ
の
５
つ
の
手
具
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使
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わ
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踊
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ま
す
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リ
ズ
ム
感
、
柔
軟
性
、
表
現
力
や
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し
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姿
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つ
き
ま
す
。
毎

年
２
月
に
は
一
年
間
の
成
果
を
演
技
発

表
会
と
し
て
盛
大
に
開
催
し
皆
様
に
披

露
し
て
い
ま
す
。

対
　
象
　
年
中
児
〜
中
学
生
の
女
子

会
　
場
　
体
操
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
、
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

練
習
日
　
▼
年
中
・
年
長
児
　
毎
週
木

曜
日
、
午
後
４
時
〜
５
時
▼
小
学
校
１

〜
３
年
生
　
毎
週
水
曜
日
、
午
後
５
時

〜
６
時
▼
小
学
校
４
年
生
〜
中
学
校
３

年
生
　
毎
週
水
曜
日
、
午
後
６
時
15
分

〜
７
時
15
分
　※

小
学
生
以
上
の
希
望

者
は
右
記
詳
細
に
合
わ
せ
て
週
２
回
コ
ー

ス
（
水
・
金
）
も
選
択
可
能
で
す
。

指
導
者
　
齋
藤
里
絵
子
（
シ
ド
ニ
ー
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
新
体
操
代
表
）、
石
黒
愛

（
新
体
操
指
導
員
）、
阿
部
栞
（
新
体
操

指
導
員
）
ほ
か

受
講
料
　（
月
額
）　
２
千
円

保
険
料
等
（
年
額
）　
千
円
　

申
し
込
み
　
申
し
込
み
用
紙
に
記
入
の

う
え
、
保
険
料
を
添
え
て
体
操
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
（
☎
46-

８
５
４
４
）

ま
た
は
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
（
☎

53-

２
２
０
６
）
へ
。

Ｐ
Ｃ
Ｒ
費
用
の
助
成

　
申
請
締
め
切
り
は
4
月
28
日

小
・
中
学
校
の
就
学
援
助
制
度

助
成
対
象
　
３
月
31
日
（
金
）
ま
で
に

検
査
し
た
費
用

対
象
者
　
加
茂
市
に
住
所
を
有
す
る
無

症
状
で
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
希
望
す
る
人

助
成
額
検
査
１
回
当
た
り
上
限
１
万
円

必
要
書
類
　
検
査
に
係
る
領
収
書
の
写

し
、
通
帳
の
写
し
（
口
座
番
号
・
口
座

名
義
が
分
か
る
面
）

締
め
切
り

４
月
28
日
（
金
）

申
請
先
・
問
い
合
わ
せ
　
健
康
福
祉
課

健
康
づ
く
り
係
（
☎
内
線
164
）

世
界
自
閉
症
啓
発
デ
ー

　
　
　
庁
舎
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

　
毎
年
４
月
２
日
は
「
世
界
自
閉
症
啓

発
デ
ー
」
で
す
。
ま
た
、
こ
の
日
か
ら

４
月
８
日
ま
で
は
自
閉
症
を
は
じ
め
と

す
る
発
達
障
が
い
の
理
解
促
進
の
た
め

の
啓
発
週
間
で
す
。

　
加
茂
市
で
は
趣
旨
に
賛
同
し
、
今
年

か
ら
市
庁
舎
（
正
面
玄
関
）
を
ブ
ル
ー

　
市
で
は
、
経
済
的
な
理
由
で
就
学
が

困
難
と
認
め
ら
れ
る
家
庭
に
対
し
て
学

介
護
・
看
護
支
援
セ
ン
タ
ー

市
役
所
１
階
で
業
務
開
始

　
３
月
か
ら
市
役
所
１
階
に
移
転
し
て

業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
４
月

か
ら
は
課
名
が「
長
寿
あ
ん
し
ん
課（
仮

称
）」
に
変
更
す
る
予
定
で
す
。

問
い
合
わ
せ
　
加
茂
市
介
護
・
看
護
支

援
セ
ン
タ
ー
（
☎
41

－

４
０
３
２
）

正面玄関
（車イスも出入りできます）

（車イスも出入りできます）

風除室

市民ロビー 市民ロビー

市民課相談室

会計課 こども
未来課 健康福祉課

売店

相
談
室

相
談
室

管
理
室

休日　夜間通用口

相談室
税務課

商工観光課

市役所 1階

介護・看
護支援セ
ンター

れ
て
く
だ
さ
い
。
石
川
小
学
校
区
外
の

人
も
利
用
で
き
ま
す
。

期
　
間
　
３
月
23
日
（
木
）
〜
27
日

（
月
）
午
前
７
時
30
分
〜
午
後
５
時

回
収
場
所
　
ゆ
き
つ
ば
き
荘
駐
車
場

（
幸
町
２
）

問
い
合
わ
せ
　
同
Ｐ
Ｔ
Ａ
事
務
局
（
☎

52

－

９
８
５
３
）

古
紙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
回
収
、
ゴ
ミ
袋
は
透
明
・
半
透
明

■
古
紙
類
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
回
収

　
４
月
か
ら
２
か
月
に
１
回
、
古
紙
類

の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
回
収
を
始
め
ま
す
。

　
回
収
日
は
ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー
で
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
新
聞
・
チ
ラ
シ
、
雑
誌
類
、

段
ボ
ー
ル
を
分
け
て
十
文
字
に
結
ん
で

出
し
て
く
だ
さ
い
（
新
聞
店
配
布
の
袋

も
可
）
。

※

古
紙
類
は
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
以
外
に

も
、
地
区
・
学
校
等
の
廃
品
回
収
、
拠

点
回
収
（
清
掃
セ
ン
タ
ー
、
（
株
）
西

國
商
店
）
で
回
収
し
て
い
ま
す
。

　
古
紙
類
は
資
源
物
の
た

め
「
燃
え
る
ご
み
の
日
」

に
は
出
せ
ま
せ
ん
。

４
月
か
ら
「
ご
み
収
集
」
が
変
わ
り
ま
す

古
紙
類
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
回
収
、
ご
み
袋
は
透
明
、
白
色
半
透
明
に

再
生
資
源
（
古
紙
類
）
回
収

事
業
実
施
団
体
は
登
録
を

石
川
小
Ｐ
Ｔ
Ａ

　
リ
サ
イ
ク
ル
運
動

の
発
生
し
や
す
い
こ
の
時
季
に
、
火
災

予
防
意
識
を
高
め
、
火
災
発
生
を
防
止

し
、
大
切
な
生
命
・
身
体
・
財
産
を
火

災
の
魔
の
手
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

防
火
標
語
　
「
お
出
か
け
は

マ
ス
ク

戸
締
り
火
の
用
心
」

■
住
宅
火
災
に
注
意

　
全
国
各
地
で
死
者
を
伴
う
住
宅
火
災

が
発
生
し
て
い
ま
す
。
火
の
元
の
確

認
、
暖
房
器
具
の
適
正
利
用
や
火
災
予

防
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

火
災
予
防
の
ポ
イ
ン
ト

▼
ス
ト
ー
ブ
　
衣
類
や
布
団
な
ど
燃
え

や
す
い
物
を
近
く
に
置
か
な
い
。
洗
濯

物
を
ス
ト
ー
ブ
上
に
干
さ
な
い
。

　
給
油
は
火
を
消
し
、
タ
ン
ク
の
ふ
た

を
確
実
に
閉
め
る
。

▼
こ
ん
ろ
　
離
れ
る
際
は
消
火
。
燃
え

や
す
い
物
を
近
く
に
置
か
な
い
。

　
定
期
的
に
清
掃
す
る
。

▼
た
ば
こ
　
灰
皿
に
は
水
を
入
れ
て
確

実
に
消
火
。

　
寝
た
ば
こ
や
ポ
イ
捨
て
は
厳
禁
。

▼
電
気
配
線
や
電
気
機
器
類

　
コ
ン
セ
ン
ト
周
り
の
ほ
こ
り
を
掃
除

す
る
。
た
こ
足
配
線
は
し
な
い
。

　
劣
化
や
故
障
が
疑
わ
れ
る
も
の
は
使

用
し
な
い
。

問
い
合
わ
せ
　
加
茂
地
域
消
防
署
予
防

課
（
☎
52

－

１
７
７
０
）

　
収
集
せ
ず
に
残
置
し
、
分
別
ル
ー
ル

の
徹
底
を
図
り
ま
す
。
正
し
く
分
別

し
、
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る
も
の
は
資
源

化
す
る
た
め
、
市
民
の
皆
様
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
環
境
課
生
活
環
境
係

（
☎
内
線
251
）

　
廃
品
回
収
な
ど
の
古
紙
類
を
回
収
し

た
団
体
に
回
収
量
に
応
じ
て
補
助
金
を

交
付
し
ま
す
。
補
助
金
の
交
付
を
受
け

た
い
団
体
は
登
録
を
し
て
く
だ
さ
い
。

対
　
象
　
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
子
供
会
、
育
成

会
、
老
人
会
、
自
治
会
な
ど

補
助
金
交
付
品
目
　
新
聞
・
チ
ラ
シ
、

雑
誌
、
段
ボ
ー
ル
、
ア
ル
ミ
缶

※

前
年
度
登
録
団
体
に
は
案
内
済
み
。

問
い
合
わ
せ
　
環
境
課
生
活
環
境
係

（
☎
内
線
251
）

春
の
火
災

　
　
予
防
運
動

　
４
月
１
日
（
土
）
〜
７
日
（
金
）
は

春
の
火
災
予
防
運
動
期
間
で
す
。
火
災

■
ご
み
袋
は
透
明
、
白
色
半
透
明

　
分
別
意
識
の
向
上
と
収
集
時
や
施
設

で
の
事
故
防
止
を
目
的
に
、
可
燃
ご

み
、
不
燃
ご
み
と
も
、
ご
み
袋
は
透
明

ま
た
は
白
色
半
透
明
に
な
り
ま
す
。

ご
み
袋
に
使
用
で
き
な
い
も
の

　
黒
い
袋
、
米
袋
、
肥
料
袋
、
段
ボ
ー

ル
箱
、
紙
袋
な
ど

　
米
袋
、
肥
料
袋
等
は
、
ま
と
め
て
紐

で
し
ば
っ
て
、
そ
の
ま
ま
ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
啓
発
シ
ー
ル
で
ル
ー
ル
の
徹
底
を

　
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
回
収
で
分
別
ル
ー
ル

が
守
ら
れ
て
い
な
い
場
合
、
啓
発
シ
ー

ル
「
収
集
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
」
を
貼

り
ま
す
。

　
新
聞
・
チ
ラ
シ
、
雑
誌
、
段
ボ
ー
ル

の
廃
品
回
収
を
し
ま
す
。

　
期
間
内
に
設
置
し
た
コ
ン
テ
ナ
に
入 ホームページ

用
品
費
等
の
援
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

援
助
対
象
　
学
用
品
費
、修
学
旅
行
費
、

給
食
費
、
医
療
費
（
た
だ
し
指
定
さ
れ

て
い
る
疾
病
の
み
）
な
ど
。

手
続
き
　
制
度
の
案
内
が
小
中
学
校
の

児
童
生
徒
の
い
る
家
庭
に
各
学
校
か
ら

届
き
ま
す
。

　
援
助
を
受
け
よ
う
と
す
る
人
は
、
手

続
き
に
必
要
な
書
類
が
学
校
に
用
意
し

て
あ
り
ま
す
の
で
、
４
月
14
日
（
金
）

ま
で
に
学
校
へ
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
年
度
途
中
で
も
随
時
受
け
付

け
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※

生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
、
ま
た
は

継
続
の
人
で
既
に
手
続
き
が
終
わ
っ
て

い
る
場
合
は
手
続
き
不
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
　
学
校
教
育
課
（
☎
内
線

451
）

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
し
ま
す
。

日
　
時
　
４
月
２
日
（
日
）
午
後
５

時
45
分
〜
10
時

問
い
合
わ
せ
　
健
康
福
祉
課
障
が
い

支
援
係
（
☎
内
線
172
）
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N E W S  T O P I C S
加茂市初！企業版ふるさと納税（2/21）
　信金中央金庫（SCB）様の創立70周年記念事業である
「SCBふるさと応援団」に、加茂市が令和５年度に実施予
定の「加茂七谷温泉美人の湯アウトドア事業」への寄附を
加茂信用金庫様の推薦を受けて申請し、昨年12月23日に
同事業への企業版ふるさと納税での寄附が決定しました。
加茂市としては初めての寄附になります。
　21日（火）午前11時30分に市役所３階会議室にて寄附
金の贈呈式を行いました。寄附金の金額は１千万円です。
　加茂七谷温泉美人の湯をもっと魅力ある場所にして、
ひいては加茂市の魅力を向上させるため、様々な施策を
工夫してまいります。

須田小学校で「防災出前授業」（3/1）
　加茂市の防災専門員に令和４年12月1日に就任し
た高橋亨さんによる、防災出前授業が3月1日（水）
に須田小学校で開催されました。
　この日の内容は「非常持ち出し袋ゲーム」。講師の
高橋さんは、入れ物は避難時に両手が使えるリュッ
クがいいということを児童に伝え、リュックに入れ
るとしたらどんな物が良いかを、4班に分かれて話
し合いました。
　児童たちは「運転免許証はいらないでしょ～」「オ
ムツはいるよ」「ゲームほしい！」「荷物多すぎで
しょ！」など、賑やかに話し合って持ち出し袋の中
身を決めていました。

ふるさと納税セミナー第２弾（２/21）
　21日（火）午後 4時から、産業センターで「ふるさ
と納税セミナー第２弾　なぜ、このデザインは売れな
い？」を開催しました。
　講師は (株 ) フレーム代表取締役の石川竜太さん（三条市出身）です。
　はじめに、ご自身の作品一つひとつについて解説をしながらご紹介
いただきました。次に、前提やターゲッティングにもとづくデザイン
がいかに重要か、デザインに計画が伴った形で携わった事業をご紹介
いただきました。
　参加者は、石川さんの様々な角度からのデザインワークのお話に聞
き入っていました。

林
家
た
い
平
独
演
会
チ
ケ
ッ
ト
25
日
発
売

終
了
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
そ
れ
に
伴

い
ま
し
て
、
公
民
館
休
館
日
の
市
民

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
業
務
は
お
休
み
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
な
お
、
令
和
４
年
11
月
１
日
か
ら
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
す
る
こ

　
５
月
24
日
開
催「
林
家
た
い
平
独
演

会
」の
チ
ケ
ッ
ト
を
３
月
25
日（
土
）午
前

９
時
か
ら
発
売
し
ま
す
。

　「
笑
点
」大
喜
利
の
レ
ギ
ュ
ラ
ー
メ
ン

バ
ー
と
し
て
、茶
の
間
に
温
か
い
笑
い
を

届
け
て
い
る
林
家
た
い
平
さ
ん
。

　
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル
改
修
後
、最
初

の
自
主
事
業
と
し
て
落
語
の
公
演
を
開

催
し
ま
す
。

　
テ
レ
ビ
や

ラ
ジ
オ
等
幅

広
く
活
躍
し

て
い
る
林
家

た
い
平
さ
ん

林
家
た
い
平
独
演
会

　
　

25
日
午
前
９
時
か
ら
チ
ケ
ッ
ト
発
売

市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
・
市
民
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
で
の

　
　
　  

市
民
課
・
税
務
課
の
証
明
書
の
交
付
終
了
の
お
知
ら
せ

定
）

問
い
合
わ
せ
　
公
民
館
（
☎
52

－

１
９

５
３
）

※

新
型
感
染
症
に
よ
り
延
期
ま
た
は
中

止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
感
染
症
対
策
で
会
場
へ
の
入
場
は
対

象
者
だ
け
で
す
（
保
護
者
の
入
場
は
原

則
不
可
）
。

の
生
の
寄
席
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

独
演
会
日
時
　
５
月
24
日（
水
）午
後
６

時
開
場
、６
時
30
分
開
演

会
　
場
　
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

チ
ケ
ッ
ト
　（
全
席
指
定
）３
千
円

プ
レ
イ
ガ
イ
ド
　
セ
ブ
ン
チ
ケ
ッ
ト

（http://7ticket.jp/

）、
文
化
会
館

そ
の
他
　
車
い
す
席
は
文
化
会
館
で
お

求
め
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、未
就
学
児
の
入
場
は
ご
遠
慮

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
文
化
会
館
（
☎
53

－

０

８
４
２
）

　
市
で
は
二
十
歳
に
な
る
皆
さ
ん
を
祝

い
「
二
十
歳
を
祝
う
会
」
を
開
催
し
ま

す
。20

歳
に
達
し
た
人
（
平
成
14
年
４
月

２
日
〜
平
成
15
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

を
対
象
に
４
月
上
旬
に
案
内
状
を
送
り

ま
す
。

日
　
時
　
５
月
３
日
（
水
・
祝
）
午
後

１
時
30
分
か
ら
式
典
開
始

※

受
付
は
午
後
０
時
30
分
か
ら

会
　
場
　
産
業
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
（
予

二十歳を祝う会
 ５月３日に開催

鯉のぼり
　 集めています

　
こ
の
度
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

（
公
民
館
内
）
及
び
市
民
サ
ー
ビ
ス

コ
ー
ナ
ー
（
下
条
・
七
谷
・
須
田
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
内
）
で
の
市
民

課
・
税
務
課
の
証
明
書
の
交
付
を
令
和

５
年
３
月
31
日
（
金
）
を
も
ち
ま
し
て

信金中央金庫常務理事の田中賢治様（左）と加
茂信用金庫理事長の杵鞭久様と藤田市長

新潟県の関西情報発信拠点「新潟
をこめ」の誕生にまつわるお話も
ありました。

選んだ理由を児童に聞く高
橋さん

高橋亨さん

市では、防災担当職員がみなさん
のところへ出向いて、防災講座を
行う「かも防災出前講座」を行っ
ています。区や自主防災組織の防
災事業や地域、団体の防災イベン
トとして、また、防災学習や保育
園、要配慮者施設等の職員学習な
どにご活用ください。
問い合わせ　総務課防災係（☎内線 321）

と
で
、
住
民
票
な
ど
の
証
明
書
が
、
マ

ル
チ
コ
ピ
ー
機
の
あ
る
全
国
の
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
取
得
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
の
取
得

は
、
窓
口
交
付
よ
り
100
円
安
く
１
通
200

円
で
、
交
付
時
間
も
午
前
６
時
30
分
か

ら
午
後
11
時
ま
で
、
土
・
日
・
祝
日
・

年
末
年
始
で
も
取
得
で
き
ま
す
の
で
、

こ
ち
ら
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
春
の
風
物
詩
に
な
っ
て
い
る
加
茂
川

の
鯉
の
ぼ
り
。

　
今
年
は
期
間
を
少
し
延
長
し
、
４
月

上
旬
か
ら
５
月
下
旬
ま
で
、
約
500
匹
の

鯉
の
ぼ
り
が
葵
橋
周
辺
を
泳
ぎ
ま
す
。

　
加
茂
川
に
鯉
の
ぼ
り
を
泳
が
せ
る
会

で
は
、
使
わ
な
く
な
っ
た
鯉
の
ぼ
り
を

集
め
て
い
ま
す
。
ご
自
宅
に
眠
っ
て
い

る
鯉
の
ぼ
り
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ

ひ
、
ご
寄
贈
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
商
工
観
光
課
（
☎
内
線

131
）

の
生
の
寄
席
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
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Ｋ
ａ
ｍ
ｏ
Ｒ
Ｇ
募
集
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
費
用
助
成
終
了

新
体
操
教
室
Ｋ
ａ
ｍ
ｏ
Ｒ
Ｇ

新
規
受
講
生

　
　
　
年
中
〜
中
学
生
を
募
集

　
令
和
５
年
度
の
受
講
生
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

　
新
体
操
は
リ
ボ
ン
、ボ
ー
ル
、フ
ー
プ
、

ロ
ー
プ
、
ク
ラ
ブ
の
５
つ
の
手
具
を
使

い
曲
に
合
わ
せ
て
踊
り
ま
す
。

　
リ
ズ
ム
感
、
柔
軟
性
、
表
現
力
や
美

し
い
姿
勢
な
ど
が
身
に
つ
き
ま
す
。
毎

年
２
月
に
は
一
年
間
の
成
果
を
演
技
発

表
会
と
し
て
盛
大
に
開
催
し
皆
様
に
披

露
し
て
い
ま
す
。

対
　
象
　
年
中
児
〜
中
学
生
の
女
子

会
　
場
　
体
操
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
、
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

練
習
日
　
▼
年
中
・
年
長
児
　
毎
週
木

曜
日
、
午
後
４
時
〜
５
時
▼
小
学
校
１

〜
３
年
生
　
毎
週
水
曜
日
、
午
後
５
時

〜
６
時
▼
小
学
校
４
年
生
〜
中
学
校
３

年
生
　
毎
週
水
曜
日
、
午
後
６
時
15
分

〜
７
時
15
分
　※

小
学
生
以
上
の
希
望

者
は
右
記
詳
細
に
合
わ
せ
て
週
２
回
コ
ー

ス
（
水
・
金
）
も
選
択
可
能
で
す
。

指
導
者
　
齋
藤
里
絵
子
（
シ
ド
ニ
ー
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
新
体
操
代
表
）、
石
黒
愛

（
新
体
操
指
導
員
）、
阿
部
栞
（
新
体
操

指
導
員
）
ほ
か

受
講
料
　（
月
額
）　
２
千
円

保
険
料
等
（
年
額
）　
千
円
　

申
し
込
み
　
申
し
込
み
用
紙
に
記
入
の

う
え
、
保
険
料
を
添
え
て
体
操
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
（
☎
46-

８
５
４
４
）

ま
た
は
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
（
☎

53-

２
２
０
６
）
へ
。

Ｐ
Ｃ
Ｒ
費
用
の
助
成

　
申
請
締
め
切
り
は
4
月
28
日

小
・
中
学
校
の
就
学
援
助
制
度

助
成
対
象
　
３
月
31
日
（
金
）
ま
で
に

検
査
し
た
費
用

対
象
者
　
加
茂
市
に
住
所
を
有
す
る
無

症
状
で
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
希
望
す
る
人

助
成
額
検
査
１
回
当
た
り
上
限
１
万
円

必
要
書
類
　
検
査
に
係
る
領
収
書
の
写

し
、
通
帳
の
写
し
（
口
座
番
号
・
口
座

名
義
が
分
か
る
面
）

締
め
切
り

４
月
28
日
（
金
）

申
請
先
・
問
い
合
わ
せ
　
健
康
福
祉
課

健
康
づ
く
り
係
（
☎
内
線
164
）

世
界
自
閉
症
啓
発
デ
ー

　
　
　
庁
舎
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

　
毎
年
４
月
２
日
は
「
世
界
自
閉
症
啓

発
デ
ー
」
で
す
。
ま
た
、
こ
の
日
か
ら

４
月
８
日
ま
で
は
自
閉
症
を
は
じ
め
と

す
る
発
達
障
が
い
の
理
解
促
進
の
た
め

の
啓
発
週
間
で
す
。

　
加
茂
市
で
は
趣
旨
に
賛
同
し
、
今
年

か
ら
市
庁
舎
（
正
面
玄
関
）
を
ブ
ル
ー

　
市
で
は
、
経
済
的
な
理
由
で
就
学
が

困
難
と
認
め
ら
れ
る
家
庭
に
対
し
て
学

介
護
・
看
護
支
援
セ
ン
タ
ー

市
役
所
１
階
で
業
務
開
始

　
３
月
か
ら
市
役
所
１
階
に
移
転
し
て

業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
４
月

か
ら
は
課
名
が「
長
寿
あ
ん
し
ん
課（
仮

称
）」
に
変
更
す
る
予
定
で
す
。

問
い
合
わ
せ
　
加
茂
市
介
護
・
看
護
支

援
セ
ン
タ
ー
（
☎
41

－

４
０
３
２
）

正面玄関
（車イスも出入りできます）

（車イスも出入りできます）

風除室

市民ロビー 市民ロビー

市民課相談室

会計課 こども
未来課 健康福祉課

売店

相
談
室

相
談
室

管
理
室

休日　夜間通用口

相談室
税務課

商工観光課

市役所 1階

介護・看
護支援セ
ンター

れ
て
く
だ
さ
い
。
石
川
小
学
校
区
外
の

人
も
利
用
で
き
ま
す
。

期
　
間
　
３
月
23
日
（
木
）
〜
27
日

（
月
）
午
前
７
時
30
分
〜
午
後
５
時

回
収
場
所
　
ゆ
き
つ
ば
き
荘
駐
車
場

（
幸
町
２
）

問
い
合
わ
せ
　
同
Ｐ
Ｔ
Ａ
事
務
局
（
☎

52

－

９
８
５
３
）

古
紙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
回
収
、
ゴ
ミ
袋
は
透
明
・
半
透
明

■
古
紙
類
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
回
収

　
４
月
か
ら
２
か
月
に
１
回
、
古
紙
類

の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
回
収
を
始
め
ま
す
。

　
回
収
日
は
ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー
で
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
新
聞
・
チ
ラ
シ
、
雑
誌
類
、

段
ボ
ー
ル
を
分
け
て
十
文
字
に
結
ん
で

出
し
て
く
だ
さ
い
（
新
聞
店
配
布
の
袋

も
可
）
。

※

古
紙
類
は
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
以
外
に

も
、
地
区
・
学
校
等
の
廃
品
回
収
、
拠

点
回
収
（
清
掃
セ
ン
タ
ー
、
（
株
）
西

國
商
店
）
で
回
収
し
て
い
ま
す
。

　
古
紙
類
は
資
源
物
の
た

め
「
燃
え
る
ご
み
の
日
」

に
は
出
せ
ま
せ
ん
。

４
月
か
ら
「
ご
み
収
集
」
が
変
わ
り
ま
す

古
紙
類
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
回
収
、
ご
み
袋
は
透
明
、
白
色
半
透
明
に

再
生
資
源
（
古
紙
類
）
回
収

事
業
実
施
団
体
は
登
録
を

石
川
小
Ｐ
Ｔ
Ａ

　
リ
サ
イ
ク
ル
運
動

の
発
生
し
や
す
い
こ
の
時
季
に
、
火
災

予
防
意
識
を
高
め
、
火
災
発
生
を
防
止

し
、
大
切
な
生
命
・
身
体
・
財
産
を
火

災
の
魔
の
手
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

防
火
標
語
　
「
お
出
か
け
は

マ
ス
ク

戸
締
り
火
の
用
心
」

■
住
宅
火
災
に
注
意

　
全
国
各
地
で
死
者
を
伴
う
住
宅
火
災

が
発
生
し
て
い
ま
す
。
火
の
元
の
確

認
、
暖
房
器
具
の
適
正
利
用
や
火
災
予

防
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

火
災
予
防
の
ポ
イ
ン
ト

▼
ス
ト
ー
ブ
　
衣
類
や
布
団
な
ど
燃
え

や
す
い
物
を
近
く
に
置
か
な
い
。
洗
濯

物
を
ス
ト
ー
ブ
上
に
干
さ
な
い
。

　
給
油
は
火
を
消
し
、
タ
ン
ク
の
ふ
た

を
確
実
に
閉
め
る
。

▼
こ
ん
ろ
　
離
れ
る
際
は
消
火
。
燃
え

や
す
い
物
を
近
く
に
置
か
な
い
。

　
定
期
的
に
清
掃
す
る
。

▼
た
ば
こ
　
灰
皿
に
は
水
を
入
れ
て
確

実
に
消
火
。

　
寝
た
ば
こ
や
ポ
イ
捨
て
は
厳
禁
。

▼
電
気
配
線
や
電
気
機
器
類

　
コ
ン
セ
ン
ト
周
り
の
ほ
こ
り
を
掃
除

す
る
。
た
こ
足
配
線
は
し
な
い
。

　
劣
化
や
故
障
が
疑
わ
れ
る
も
の
は
使

用
し
な
い
。

問
い
合
わ
せ
　
加
茂
地
域
消
防
署
予
防

課
（
☎
52

－

１
７
７
０
）

　
収
集
せ
ず
に
残
置
し
、
分
別
ル
ー
ル

の
徹
底
を
図
り
ま
す
。
正
し
く
分
別

し
、
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る
も
の
は
資
源

化
す
る
た
め
、
市
民
の
皆
様
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
環
境
課
生
活
環
境
係

（
☎
内
線
251
）

　
廃
品
回
収
な
ど
の
古
紙
類
を
回
収
し

た
団
体
に
回
収
量
に
応
じ
て
補
助
金
を

交
付
し
ま
す
。
補
助
金
の
交
付
を
受
け

た
い
団
体
は
登
録
を
し
て
く
だ
さ
い
。

対
　
象
　
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
子
供
会
、
育
成

会
、
老
人
会
、
自
治
会
な
ど

補
助
金
交
付
品
目
　
新
聞
・
チ
ラ
シ
、

雑
誌
、
段
ボ
ー
ル
、
ア
ル
ミ
缶

※

前
年
度
登
録
団
体
に
は
案
内
済
み
。

問
い
合
わ
せ
　
環
境
課
生
活
環
境
係

（
☎
内
線
251
）

春
の
火
災

　
　
予
防
運
動

　
４
月
１
日
（
土
）
〜
７
日
（
金
）
は

春
の
火
災
予
防
運
動
期
間
で
す
。
火
災

■
ご
み
袋
は
透
明
、
白
色
半
透
明

　
分
別
意
識
の
向
上
と
収
集
時
や
施
設

で
の
事
故
防
止
を
目
的
に
、
可
燃
ご

み
、
不
燃
ご
み
と
も
、
ご
み
袋
は
透
明

ま
た
は
白
色
半
透
明
に
な
り
ま
す
。

ご
み
袋
に
使
用
で
き
な
い
も
の

　
黒
い
袋
、
米
袋
、
肥
料
袋
、
段
ボ
ー

ル
箱
、
紙
袋
な
ど

　
米
袋
、
肥
料
袋
等
は
、
ま
と
め
て
紐

で
し
ば
っ
て
、
そ
の
ま
ま
ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
啓
発
シ
ー
ル
で
ル
ー
ル
の
徹
底
を

　
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
回
収
で
分
別
ル
ー
ル

が
守
ら
れ
て
い
な
い
場
合
、
啓
発
シ
ー

ル
「
収
集
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
」
を
貼

り
ま
す
。

　
新
聞
・
チ
ラ
シ
、
雑
誌
、
段
ボ
ー
ル

の
廃
品
回
収
を
し
ま
す
。

　
期
間
内
に
設
置
し
た
コ
ン
テ
ナ
に
入 ホームページ

用
品
費
等
の
援
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

援
助
対
象
　
学
用
品
費
、修
学
旅
行
費
、

給
食
費
、
医
療
費
（
た
だ
し
指
定
さ
れ

て
い
る
疾
病
の
み
）
な
ど
。

手
続
き
　
制
度
の
案
内
が
小
中
学
校
の

児
童
生
徒
の
い
る
家
庭
に
各
学
校
か
ら

届
き
ま
す
。

　
援
助
を
受
け
よ
う
と
す
る
人
は
、
手

続
き
に
必
要
な
書
類
が
学
校
に
用
意
し

て
あ
り
ま
す
の
で
、
４
月
14
日
（
金
）

ま
で
に
学
校
へ
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
年
度
途
中
で
も
随
時
受
け
付

け
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※

生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
、
ま
た
は

継
続
の
人
で
既
に
手
続
き
が
終
わ
っ
て

い
る
場
合
は
手
続
き
不
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
　
学
校
教
育
課
（
☎
内
線

451
）

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
し
ま
す
。

日
　
時
　
４
月
２
日
（
日
）
午
後
５

時
45
分
〜
10
時

問
い
合
わ
せ
　
健
康
福
祉
課
障
が
い

支
援
係
（
☎
内
線
172
）
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N E W S  T O P I C S
加茂市初！企業版ふるさと納税（2/21）
　信金中央金庫（SCB）様の創立70周年記念事業である
「SCBふるさと応援団」に、加茂市が令和５年度に実施予
定の「加茂七谷温泉美人の湯アウトドア事業」への寄附を
加茂信用金庫様の推薦を受けて申請し、昨年12月23日に
同事業への企業版ふるさと納税での寄附が決定しました。
加茂市としては初めての寄附になります。
　21日（火）午前11時30分に市役所３階会議室にて寄附
金の贈呈式を行いました。寄附金の金額は１千万円です。
　加茂七谷温泉美人の湯をもっと魅力ある場所にして、
ひいては加茂市の魅力を向上させるため、様々な施策を
工夫してまいります。

須田小学校で「防災出前授業」（3/1）
　加茂市の防災専門員に令和４年12月1日に就任し
た高橋亨さんによる、防災出前授業が3月1日（水）
に須田小学校で開催されました。
　この日の内容は「非常持ち出し袋ゲーム」。講師の
高橋さんは、入れ物は避難時に両手が使えるリュッ
クがいいということを児童に伝え、リュックに入れ
るとしたらどんな物が良いかを、4班に分かれて話
し合いました。
　児童たちは「運転免許証はいらないでしょ～」「オ
ムツはいるよ」「ゲームほしい！」「荷物多すぎで
しょ！」など、賑やかに話し合って持ち出し袋の中
身を決めていました。

ふるさと納税セミナー第２弾（２/21）
　21日（火）午後 4時から、産業センターで「ふるさ
と納税セミナー第２弾　なぜ、このデザインは売れな
い？」を開催しました。
　講師は (株 ) フレーム代表取締役の石川竜太さん（三条市出身）です。
　はじめに、ご自身の作品一つひとつについて解説をしながらご紹介
いただきました。次に、前提やターゲッティングにもとづくデザイン
がいかに重要か、デザインに計画が伴った形で携わった事業をご紹介
いただきました。
　参加者は、石川さんの様々な角度からのデザインワークのお話に聞
き入っていました。

林
家
た
い
平
独
演
会
チ
ケ
ッ
ト
25
日
発
売

終
了
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
そ
れ
に
伴

い
ま
し
て
、
公
民
館
休
館
日
の
市
民

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
業
務
は
お
休
み
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
な
お
、
令
和
４
年
11
月
１
日
か
ら
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
す
る
こ

　
５
月
24
日
開
催「
林
家
た
い
平
独
演

会
」の
チ
ケ
ッ
ト
を
３
月
25
日（
土
）午
前

９
時
か
ら
発
売
し
ま
す
。

　「
笑
点
」大
喜
利
の
レ
ギ
ュ
ラ
ー
メ
ン

バ
ー
と
し
て
、茶
の
間
に
温
か
い
笑
い
を

届
け
て
い
る
林
家
た
い
平
さ
ん
。

　
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル
改
修
後
、最
初

の
自
主
事
業
と
し
て
落
語
の
公
演
を
開

催
し
ま
す
。

　
テ
レ
ビ
や

ラ
ジ
オ
等
幅

広
く
活
躍
し

て
い
る
林
家

た
い
平
さ
ん

林
家
た
い
平
独
演
会

　
　

25
日
午
前
９
時
か
ら
チ
ケ
ッ
ト
発
売

市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
・
市
民
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
で
の

　
　
　  

市
民
課
・
税
務
課
の
証
明
書
の
交
付
終
了
の
お
知
ら
せ

定
）

問
い
合
わ
せ
　
公
民
館
（
☎
52

－

１
９

５
３
）

※

新
型
感
染
症
に
よ
り
延
期
ま
た
は
中

止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
感
染
症
対
策
で
会
場
へ
の
入
場
は
対

象
者
だ
け
で
す
（
保
護
者
の
入
場
は
原

則
不
可
）
。

の
生
の
寄
席
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

独
演
会
日
時
　
５
月
24
日（
水
）午
後
６

時
開
場
、６
時
30
分
開
演

会
　
場
　
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

チ
ケ
ッ
ト
　（
全
席
指
定
）３
千
円

プ
レ
イ
ガ
イ
ド
　
セ
ブ
ン
チ
ケ
ッ
ト

（http://7ticket.jp/

）、
文
化
会
館

そ
の
他
　
車
い
す
席
は
文
化
会
館
で
お

求
め
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、未
就
学
児
の
入
場
は
ご
遠
慮

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
文
化
会
館
（
☎
53

－

０

８
４
２
）

　
市
で
は
二
十
歳
に
な
る
皆
さ
ん
を
祝

い
「
二
十
歳
を
祝
う
会
」
を
開
催
し
ま

す
。20

歳
に
達
し
た
人
（
平
成
14
年
４
月

２
日
〜
平
成
15
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

を
対
象
に
４
月
上
旬
に
案
内
状
を
送
り

ま
す
。

日
　
時
　
５
月
３
日
（
水
・
祝
）
午
後

１
時
30
分
か
ら
式
典
開
始

※

受
付
は
午
後
０
時
30
分
か
ら

会
　
場
　
産
業
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
（
予

二十歳を祝う会
 ５月３日に開催

鯉のぼり
　 集めています

　
こ
の
度
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

（
公
民
館
内
）
及
び
市
民
サ
ー
ビ
ス

コ
ー
ナ
ー
（
下
条
・
七
谷
・
須
田
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
内
）
で
の
市
民

課
・
税
務
課
の
証
明
書
の
交
付
を
令
和

５
年
３
月
31
日
（
金
）
を
も
ち
ま
し
て

信金中央金庫常務理事の田中賢治様（左）と加
茂信用金庫理事長の杵鞭久様と藤田市長

新潟県の関西情報発信拠点「新潟
をこめ」の誕生にまつわるお話も
ありました。

選んだ理由を児童に聞く高
橋さん

高橋亨さん

市では、防災担当職員がみなさん
のところへ出向いて、防災講座を
行う「かも防災出前講座」を行っ
ています。区や自主防災組織の防
災事業や地域、団体の防災イベン
トとして、また、防災学習や保育
園、要配慮者施設等の職員学習な
どにご活用ください。
問い合わせ　総務課防災係（☎内線 321）

と
で
、
住
民
票
な
ど
の
証
明
書
が
、
マ

ル
チ
コ
ピ
ー
機
の
あ
る
全
国
の
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
取
得
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
の
取
得

は
、
窓
口
交
付
よ
り
100
円
安
く
１
通
200

円
で
、
交
付
時
間
も
午
前
６
時
30
分
か

ら
午
後
11
時
ま
で
、
土
・
日
・
祝
日
・

年
末
年
始
で
も
取
得
で
き
ま
す
の
で
、

こ
ち
ら
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
春
の
風
物
詩
に
な
っ
て
い
る
加
茂
川

の
鯉
の
ぼ
り
。

　
今
年
は
期
間
を
少
し
延
長
し
、
４
月

上
旬
か
ら
５
月
下
旬
ま
で
、
約
500
匹
の

鯉
の
ぼ
り
が
葵
橋
周
辺
を
泳
ぎ
ま
す
。

　
加
茂
川
に
鯉
の
ぼ
り
を
泳
が
せ
る
会

で
は
、
使
わ
な
く
な
っ
た
鯉
の
ぼ
り
を

集
め
て
い
ま
す
。
ご
自
宅
に
眠
っ
て
い

る
鯉
の
ぼ
り
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ

ひ
、
ご
寄
贈
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
商
工
観
光
課
（
☎
内
線

131
）
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●「受動喫煙」とは
　人が他人の喫煙により たばこから発生した煙にさらされることです。たばこの煙には、約5,300種類の
化学物質が含まれており、うち70種類以上は発がん性物質です。
●受動喫煙による「健康リスク」
受動喫煙によって病気になるリスクは、乳幼児突然死症候群（SIDS）4.7 倍、脳卒中
1.3 倍、肺がん 1.3 倍、虚血性心疾患 1.2 倍も高まるとされています。

　骨髄移植は白血病などの血液難病に有効な治療法です。骨髄移植を成功させるためには、患者さん
と骨髄を提供してくださる人（ドナー）の白血球の型（ＨＬＡ型）が一致しなければならず、その確率は、
兄弟姉妹間では４人に１人、それ以外では数百から数万分の１です。
　そのため、多くの方のドナー登録が必要です。骨髄バンクにご理解とご協力をお願いし
ます。※加茂市には骨髄移植された人への助成制度があります。詳しくは健康福祉課健康
づくり係へ。
■ドナー登録をするには
登録日　毎月第１・３水曜日の午前９時～ 11 時 30 分（要事前予約）
予約・登録窓口（会場）　三条保健所（三条市興野１、 ☎36-2362）
※当日の所要時間は約30分、骨髄バンクの概要や骨髄提供の流れなどを説明し、登録申込書に記入し
ていただき約２mLの採血を行います。
■ドナー登録できる人「骨髄提供の内容を十分に理解」「18 才以上、54 才以下で健康
状態が良好な人」「体重が男性 45kg 以上、女性 40kg 以上」の条件をすべて満たす人
です。骨髄バンクについて詳しくは（公財）日本骨髄バンク（☎03-5280-1789）へ。

ド
ナ
ー
登
録
、
な
く
そ
う
受
動
喫
煙

ホームページ

ホームページ

ホームページ

ホームページ

愛の献血　血液という「いのちを救う贈り物」
皆様の温かいご協力を心からお待ちしています

血液は長期保存できず、人工的に造ることもできません。安全で有効な輸血を
行うため、皆様から献血していただくことが必要です。400mL 献血を行う間隔
　男性は12週間後、女性は16週間後の同じ曜日から献血できます。
※体重50㎏未満の初回献血者と採血基準上400mL献血ができない16歳男性、
16～17歳女性には200mL献血をお願いしています（体重50㎏未満の初回献
血者には、次回以降、献血ルームで成分献血にご協力をお願いします）。

　日本赤十字社では献血する人の健康を考慮し、年間（52 週）の総献血量（全血）を男性は
1,200mL 以内、女性は 800mL 以内と定めています。年間総献血量の範囲内でご協力をお願
いします。令和５年度の加茂市の献血日程は、その都度、広報でお知らせします。
問い合わせ　健康福祉課健康づくり係（☎52-0080内線164）
　　　　　　新潟県赤十字血液センター（☎025-384-0992、 ☎0120-788-224）

命のボランティア、ドナー登録

なくそう！望まない受動喫煙。マナーからルールへ

～ 家庭でできる具体的な対策 ～
・たばこは室内で吸わず、屋外で吸う（喫煙禁止場所以外）。
※子どもの事故防止として、居間・台所・コタツの上などに、
たばこや灰皿を置かないことも重要です。
・室内で吸った場合、必ず、窓を開けて換気する。
特に対面する２か所の窓を開けて自然換気するのが効果的。

タ
ク
シ
ー
利
用
券
、
紙
お
む
つ
購
入
助
成
券

29
日
か
ら
タ
ク
シ
ー
利
用
券
、

紙
お
む
つ
購
入
助
成
券
の
受
付
開
始

固
定
資
産
税
価
格
等
縦
覧
と

　
　
　
　

課
税
台
帳
閲
覧

　
利
用
券
な
ど
は
３
月
29
日
（
水
）
か

ら
社
会
福
祉
協
議
会
（
☎
52

－

６
６
６

７
）
ま
た
は
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

（
公
民
館
内
☎
52

－

１
９
５
３
）
で
受

け
付
け
ま
す
。

　
な
お
、
社
会
福

祉
協
議
会
は
１
月

か
ら
、
市
役
所
と

文
化
会
館
の
間
に

移
転
し
ま
し
た
。

ご
注
意
く
だ
さ
い

（
上
図
）
。

交
付
さ
れ
た
人
。

持
ち
物
　
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手

帳
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

■
紙
お
む
つ
購
入
助
成
券
の
支
給

　
常
時
お
む
つ
を
使
用
し
て
い
る
次
の

人
に
、
紙
お
む
つ
購
入
助
成
券
（
１
枚

２
千
円
を
年
間
12
枚
）を
支
給
し
ま
す
。

対
象
者

❶
要
介
護
１
〜
５
の
認
定
を

受
け
て
い
る
人
。

❷
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
・
２
級
を
交

付
さ
れ
た
人
。

❸
療
育
手
帳
Ａ
を
交
付
さ
れ
た
人
。

❹
上
記
以
外
で
令
和
４
年
度
に
申
請
済

み
の
人

持
ち
物
　
介
護
保
険
被
保
険
者
証
、
身

体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、
精
神
障

害
者
保
健
福
祉
手
帳

　
令
和
５
年
度
の
固
定
資
産
税
の
価
格

等
が
記
載
さ
れ
た
土
地
、
家
屋
の
価
格

等
縦
覧
簿
を
納
税
者
（
納
付
す
べ
き
税

額
が
生
じ
る
人
）
に
縦
覧
し
ま
す
（
手

数
料
無
料
）
。

縦
覧
期
間
　
４
月
３
日
（
月
）
〜
５
月

１
日
（
月
）

■
タ
ク
シ
ー
利
用
券
の
支
給

　
身
体
・
知
的
・
精
神
障
が
い
者
に
４

月
か
ら
利
用
で
き
る
タ
ク
シ
ー
初
乗
り

運
賃
利
用
券
（
年
間
24
枚
）
を
支
給
し

ま
す
。
※
か
も
ん
タ
ク
シ
ー
は
利
用
で

き
ま
せ
ん
。

対
象
者
　
❶
身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２

級
、
３
級
で
下
肢
不
自
由
、
体
幹
不
自

由
、
心
臓
機
能
障
害
、
腎
臓
機
能
障
害
、

呼
吸
器
機
能
障
害
の
あ
る
人
。

❷
療
育
手
帳
Ａ
を
交
付
さ
れ
た
人
。

❸
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
を

持
ち
物
　
本
人
確
認
が
で
き
る
書
類

■
課
税
台
帳
の
閲
覧
、
証
明

　
納
税
義
務
者
が
、
自
己
の
資
産
の
内

容
や
、
借
地
・
借
家
人
が
賃
貸
借
関
係

に
あ
る
資
産
の
内
容
が
分
か
る
課
税
台

帳
を
見
た
い
場
合
や
記
載
事
項
の
証
明

が
必
要
な
場
合
は
、
閲
覧
か
証
明
申
請

を
し
て
く
だ
さ
い
。

閲
覧
・
証
明
期
間
　
通
年

手
数
料
　
４
月
３
日
（
月
）
〜
５
月
１

日
（
月
）
は
閲
覧
手
数
料
無
料
。

　
証
明
手
数
料
は
１
筆
ま
た
は
１
棟
に

つ
き
300
円
（
１
筆
ま
た
は
１
棟
加
え
る

ご
と
に
50
円
加
算
）
。

持
ち
物
　
本
人
確
認
が
で
き
る
書
類
と

次
の
も
の
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

▼
代
理
人
…
委
任
状

▼
借
地
・
借
家
人
等
…
契
約
書
等
権
利

が
確
認
で
き
る
書
面

■
固
定
資
産
税
第
１
期
納
期
限
は
５
月

１
日

　
納
税
通
知
書
・
課
税
明
細
書
は
４
月

11
日
（
火
）
発
送
予
定
で
す
。

※
価
格
審
査
申
出
は
４
月
３
日
（
月
）

か
ら
納
税
通
知
書
を
受
け
た
日
後
、
３

か
月
ま
で
。

縦
覧
等
時
間
／
場
所
・
問
い
合
わ
せ

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
（
土

日
、
祝
日
除
く
）
／
税
務
課
資
産
税
係

（
☎
内
線
124
）

　
社
会
福
祉
協
議
会
で
の
事
務
や
外
郭

団
体
の
事
務
、
そ
の
他
の
業
務
を
行
い

ま
す
。

採
用
人
員
　
１
人

受
験
資
格
　
地
域
福
祉
に
理
解
の
あ
る

人
。
年
齢
不
問
。
普
通
自
動
車
免
許
取

得
者
。

報
　
酬
　
月
額
15
万
677
円

※

期
末
手
当
（
１
・
35
か
月
）
、
通
勤

手
当
あ
り

勤
務
時
間
　
月
曜
日
〜
金
曜
日
の
午
前

８
時
30
分
〜
午
後
５
時

選
　
考
　
書
類
選
考
後
、
面
接
試
験

（
面
接
日
は
応
募
後
に
連
絡
）

申
し
込
み
　
市
販
の
履
歴
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
３
月
31
日
（
金
）
ま
で

に
社
会
福
祉
協
議
会
（
☎
52

－

６
６
６

７
）
へ
。

社
会
福
祉
協
議
会

非
常
勤
職
員
を
募
集

渡り廊下
（
市
役
所
庁
舎
）

正面玄関

別

　棟

（
文
化
会
館
）

入口

入口

歩
道

歩
道

車
道
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Ｋ
ａ
ｍ
ｏ
Ｒ
Ｇ
募
集
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
費
用
助
成
終
了

新
体
操
教
室
Ｋ
ａ
ｍ
ｏ
Ｒ
Ｇ

新
規
受
講
生

　
　
　
年
中
〜
中
学
生
を
募
集

　
令
和
５
年
度
の
受
講
生
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

　
新
体
操
は
リ
ボ
ン
、ボ
ー
ル
、フ
ー
プ
、

ロ
ー
プ
、
ク
ラ
ブ
の
５
つ
の
手
具
を
使

い
曲
に
合
わ
せ
て
踊
り
ま
す
。

　
リ
ズ
ム
感
、
柔
軟
性
、
表
現
力
や
美

し
い
姿
勢
な
ど
が
身
に
つ
き
ま
す
。
毎

年
２
月
に
は
一
年
間
の
成
果
を
演
技
発

表
会
と
し
て
盛
大
に
開
催
し
皆
様
に
披

露
し
て
い
ま
す
。

対
　
象
　
年
中
児
〜
中
学
生
の
女
子

会
　
場
　
体
操
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
、
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

練
習
日
　
▼
年
中
・
年
長
児
　
毎
週
木

曜
日
、
午
後
４
時
〜
５
時
▼
小
学
校
１

〜
３
年
生
　
毎
週
水
曜
日
、
午
後
５
時

〜
６
時
▼
小
学
校
４
年
生
〜
中
学
校
３

年
生
　
毎
週
水
曜
日
、
午
後
６
時
15
分

〜
７
時
15
分
　※

小
学
生
以
上
の
希
望

者
は
右
記
詳
細
に
合
わ
せ
て
週
２
回
コ
ー

ス
（
水
・
金
）
も
選
択
可
能
で
す
。

指
導
者
　
齋
藤
里
絵
子
（
シ
ド
ニ
ー
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
新
体
操
代
表
）、
石
黒
愛

（
新
体
操
指
導
員
）、
阿
部
栞
（
新
体
操

指
導
員
）
ほ
か

受
講
料
　（
月
額
）　
２
千
円

保
険
料
等
（
年
額
）　
千
円
　

申
し
込
み
　
申
し
込
み
用
紙
に
記
入
の

う
え
、
保
険
料
を
添
え
て
体
操
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
（
☎
46-

８
５
４
４
）

ま
た
は
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
（
☎

53-

２
２
０
６
）
へ
。

Ｐ
Ｃ
Ｒ
費
用
の
助
成

　
申
請
締
め
切
り
は
4
月
28
日

小
・
中
学
校
の
就
学
援
助
制
度

助
成
対
象
　
３
月
31
日
（
金
）
ま
で
に

検
査
し
た
費
用

対
象
者
　
加
茂
市
に
住
所
を
有
す
る
無

症
状
で
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
希
望
す
る
人

助
成
額
検
査
１
回
当
た
り
上
限
１
万
円

必
要
書
類
　
検
査
に
係
る
領
収
書
の
写

し
、
通
帳
の
写
し
（
口
座
番
号
・
口
座

名
義
が
分
か
る
面
）

締
め
切
り

４
月
28
日
（
金
）

申
請
先
・
問
い
合
わ
せ
　
健
康
福
祉
課

健
康
づ
く
り
係
（
☎
内
線
164
）

世
界
自
閉
症
啓
発
デ
ー

　
　
　
庁
舎
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

　
毎
年
４
月
２
日
は
「
世
界
自
閉
症
啓

発
デ
ー
」
で
す
。
ま
た
、
こ
の
日
か
ら

４
月
８
日
ま
で
は
自
閉
症
を
は
じ
め
と

す
る
発
達
障
が
い
の
理
解
促
進
の
た
め

の
啓
発
週
間
で
す
。

　
加
茂
市
で
は
趣
旨
に
賛
同
し
、
今
年

か
ら
市
庁
舎
（
正
面
玄
関
）
を
ブ
ル
ー

　
市
で
は
、
経
済
的
な
理
由
で
就
学
が

困
難
と
認
め
ら
れ
る
家
庭
に
対
し
て
学

介
護
・
看
護
支
援
セ
ン
タ
ー

市
役
所
１
階
で
業
務
開
始

　
３
月
か
ら
市
役
所
１
階
に
移
転
し
て

業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
４
月

か
ら
は
課
名
が「
長
寿
あ
ん
し
ん
課（
仮

称
）」
に
変
更
す
る
予
定
で
す
。

問
い
合
わ
せ
　
加
茂
市
介
護
・
看
護
支

援
セ
ン
タ
ー
（
☎
41

－

４
０
３
２
）

正面玄関
（車イスも出入りできます）

（車イスも出入りできます）

風除室

市民ロビー 市民ロビー

市民課相談室

会計課 こども
未来課 健康福祉課

売店

相
談
室

相
談
室

管
理
室

休日　夜間通用口

相談室
税務課

商工観光課

市役所 1階

介護・看
護支援セ
ンター

れ
て
く
だ
さ
い
。
石
川
小
学
校
区
外
の

人
も
利
用
で
き
ま
す
。

期
　
間
　
３
月
23
日
（
木
）
〜
27
日

（
月
）
午
前
７
時
30
分
〜
午
後
５
時

回
収
場
所
　
ゆ
き
つ
ば
き
荘
駐
車
場

（
幸
町
２
）

問
い
合
わ
せ
　
同
Ｐ
Ｔ
Ａ
事
務
局
（
☎

52

－

９
８
５
３
）

古
紙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
回
収
、
ゴ
ミ
袋
は
透
明
・
半
透
明

■
古
紙
類
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
回
収

　
４
月
か
ら
２
か
月
に
１
回
、
古
紙
類

の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
回
収
を
始
め
ま
す
。

　
回
収
日
は
ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー
で
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
新
聞
・
チ
ラ
シ
、
雑
誌
類
、

段
ボ
ー
ル
を
分
け
て
十
文
字
に
結
ん
で

出
し
て
く
だ
さ
い
（
新
聞
店
配
布
の
袋

も
可
）
。

※

古
紙
類
は
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
以
外
に

も
、
地
区
・
学
校
等
の
廃
品
回
収
、
拠

点
回
収
（
清
掃
セ
ン
タ
ー
、
（
株
）
西

國
商
店
）
で
回
収
し
て
い
ま
す
。

　
古
紙
類
は
資
源
物
の
た

め
「
燃
え
る
ご
み
の
日
」

に
は
出
せ
ま
せ
ん
。

４
月
か
ら
「
ご
み
収
集
」
が
変
わ
り
ま
す

古
紙
類
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
回
収
、
ご
み
袋
は
透
明
、
白
色
半
透
明
に

再
生
資
源
（
古
紙
類
）
回
収

事
業
実
施
団
体
は
登
録
を

石
川
小
Ｐ
Ｔ
Ａ

　
リ
サ
イ
ク
ル
運
動

の
発
生
し
や
す
い
こ
の
時
季
に
、
火
災

予
防
意
識
を
高
め
、
火
災
発
生
を
防
止

し
、
大
切
な
生
命
・
身
体
・
財
産
を
火

災
の
魔
の
手
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

防
火
標
語
　
「
お
出
か
け
は

マ
ス
ク

戸
締
り
火
の
用
心
」

■
住
宅
火
災
に
注
意

　
全
国
各
地
で
死
者
を
伴
う
住
宅
火
災

が
発
生
し
て
い
ま
す
。
火
の
元
の
確

認
、
暖
房
器
具
の
適
正
利
用
や
火
災
予

防
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

火
災
予
防
の
ポ
イ
ン
ト

▼
ス
ト
ー
ブ
　
衣
類
や
布
団
な
ど
燃
え

や
す
い
物
を
近
く
に
置
か
な
い
。
洗
濯

物
を
ス
ト
ー
ブ
上
に
干
さ
な
い
。

　
給
油
は
火
を
消
し
、
タ
ン
ク
の
ふ
た

を
確
実
に
閉
め
る
。

▼
こ
ん
ろ
　
離
れ
る
際
は
消
火
。
燃
え

や
す
い
物
を
近
く
に
置
か
な
い
。

　
定
期
的
に
清
掃
す
る
。

▼
た
ば
こ
　
灰
皿
に
は
水
を
入
れ
て
確

実
に
消
火
。

　
寝
た
ば
こ
や
ポ
イ
捨
て
は
厳
禁
。

▼
電
気
配
線
や
電
気
機
器
類

　
コ
ン
セ
ン
ト
周
り
の
ほ
こ
り
を
掃
除

す
る
。
た
こ
足
配
線
は
し
な
い
。

　
劣
化
や
故
障
が
疑
わ
れ
る
も
の
は
使

用
し
な
い
。

問
い
合
わ
せ
　
加
茂
地
域
消
防
署
予
防

課
（
☎
52

－

１
７
７
０
）

　
収
集
せ
ず
に
残
置
し
、
分
別
ル
ー
ル

の
徹
底
を
図
り
ま
す
。
正
し
く
分
別

し
、
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る
も
の
は
資
源

化
す
る
た
め
、
市
民
の
皆
様
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
環
境
課
生
活
環
境
係

（
☎
内
線
251
）

　
廃
品
回
収
な
ど
の
古
紙
類
を
回
収
し

た
団
体
に
回
収
量
に
応
じ
て
補
助
金
を

交
付
し
ま
す
。
補
助
金
の
交
付
を
受
け

た
い
団
体
は
登
録
を
し
て
く
だ
さ
い
。

対
　
象
　
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
子
供
会
、
育
成

会
、
老
人
会
、
自
治
会
な
ど

補
助
金
交
付
品
目
　
新
聞
・
チ
ラ
シ
、

雑
誌
、
段
ボ
ー
ル
、
ア
ル
ミ
缶

※

前
年
度
登
録
団
体
に
は
案
内
済
み
。

問
い
合
わ
せ
　
環
境
課
生
活
環
境
係

（
☎
内
線
251
）

春
の
火
災

　
　
予
防
運
動

　
４
月
１
日
（
土
）
〜
７
日
（
金
）
は

春
の
火
災
予
防
運
動
期
間
で
す
。
火
災

■
ご
み
袋
は
透
明
、
白
色
半
透
明

　
分
別
意
識
の
向
上
と
収
集
時
や
施
設

で
の
事
故
防
止
を
目
的
に
、
可
燃
ご

み
、
不
燃
ご
み
と
も
、
ご
み
袋
は
透
明

ま
た
は
白
色
半
透
明
に
な
り
ま
す
。

ご
み
袋
に
使
用
で
き
な
い
も
の

　
黒
い
袋
、
米
袋
、
肥
料
袋
、
段
ボ
ー

ル
箱
、
紙
袋
な
ど

　
米
袋
、
肥
料
袋
等
は
、
ま
と
め
て
紐

で
し
ば
っ
て
、
そ
の
ま
ま
ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
啓
発
シ
ー
ル
で
ル
ー
ル
の
徹
底
を

　
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
回
収
で
分
別
ル
ー
ル

が
守
ら
れ
て
い
な
い
場
合
、
啓
発
シ
ー

ル
「
収
集
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
」
を
貼

り
ま
す
。

　
新
聞
・
チ
ラ
シ
、
雑
誌
、
段
ボ
ー
ル

の
廃
品
回
収
を
し
ま
す
。

　
期
間
内
に
設
置
し
た
コ
ン
テ
ナ
に
入 ホームページ

用
品
費
等
の
援
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

援
助
対
象
　
学
用
品
費
、修
学
旅
行
費
、

給
食
費
、
医
療
費
（
た
だ
し
指
定
さ
れ

て
い
る
疾
病
の
み
）
な
ど
。

手
続
き
　
制
度
の
案
内
が
小
中
学
校
の

児
童
生
徒
の
い
る
家
庭
に
各
学
校
か
ら

届
き
ま
す
。

　
援
助
を
受
け
よ
う
と
す
る
人
は
、
手

続
き
に
必
要
な
書
類
が
学
校
に
用
意
し

て
あ
り
ま
す
の
で
、
４
月
14
日
（
金
）

ま
で
に
学
校
へ
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
年
度
途
中
で
も
随
時
受
け
付

け
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※

生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
、
ま
た
は

継
続
の
人
で
既
に
手
続
き
が
終
わ
っ
て

い
る
場
合
は
手
続
き
不
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
　
学
校
教
育
課
（
☎
内
線

451
）

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
し
ま
す
。

日
　
時
　
４
月
２
日
（
日
）
午
後
５

時
45
分
〜
10
時

問
い
合
わ
せ
　
健
康
福
祉
課
障
が
い

支
援
係
（
☎
内
線
172
）
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●「受動喫煙」とは
　人が他人の喫煙により たばこから発生した煙にさらされることです。たばこの煙には、約5,300種類の
化学物質が含まれており、うち70種類以上は発がん性物質です。
●受動喫煙による「健康リスク」
受動喫煙によって病気になるリスクは、乳幼児突然死症候群（SIDS）4.7 倍、脳卒中
1.3 倍、肺がん 1.3 倍、虚血性心疾患 1.2 倍も高まるとされています。

　骨髄移植は白血病などの血液難病に有効な治療法です。骨髄移植を成功させるためには、患者さん
と骨髄を提供してくださる人（ドナー）の白血球の型（ＨＬＡ型）が一致しなければならず、その確率は、
兄弟姉妹間では４人に１人、それ以外では数百から数万分の１です。
　そのため、多くの方のドナー登録が必要です。骨髄バンクにご理解とご協力をお願いし
ます。※加茂市には骨髄移植された人への助成制度があります。詳しくは健康福祉課健康
づくり係へ。
■ドナー登録をするには
登録日　毎月第１・３水曜日の午前９時～ 11 時 30 分（要事前予約）
予約・登録窓口（会場）　三条保健所（三条市興野１、 ☎36-2362）
※当日の所要時間は約30分、骨髄バンクの概要や骨髄提供の流れなどを説明し、登録申込書に記入し
ていただき約２mLの採血を行います。
■ドナー登録できる人「骨髄提供の内容を十分に理解」「18 才以上、54 才以下で健康
状態が良好な人」「体重が男性 45kg 以上、女性 40kg 以上」の条件をすべて満たす人
です。骨髄バンクについて詳しくは（公財）日本骨髄バンク（☎03-5280-1789）へ。

ド
ナ
ー
登
録
、
な
く
そ
う
受
動
喫
煙

ホームページ

ホームページ

ホームページ

ホームページ

愛の献血　血液という「いのちを救う贈り物」
皆様の温かいご協力を心からお待ちしています

血液は長期保存できず、人工的に造ることもできません。安全で有効な輸血を
行うため、皆様から献血していただくことが必要です。400mL 献血を行う間隔
　男性は12週間後、女性は16週間後の同じ曜日から献血できます。
※体重50㎏未満の初回献血者と採血基準上400mL献血ができない16歳男性、
16～17歳女性には200mL献血をお願いしています（体重50㎏未満の初回献
血者には、次回以降、献血ルームで成分献血にご協力をお願いします）。

　日本赤十字社では献血する人の健康を考慮し、年間（52 週）の総献血量（全血）を男性は
1,200mL 以内、女性は 800mL 以内と定めています。年間総献血量の範囲内でご協力をお願
いします。令和５年度の加茂市の献血日程は、その都度、広報でお知らせします。
問い合わせ　健康福祉課健康づくり係（☎52-0080内線164）
　　　　　　新潟県赤十字血液センター（☎025-384-0992、 ☎0120-788-224）

命のボランティア、ドナー登録

なくそう！望まない受動喫煙。マナーからルールへ

～ 家庭でできる具体的な対策 ～
・たばこは室内で吸わず、屋外で吸う（喫煙禁止場所以外）。
※子どもの事故防止として、居間・台所・コタツの上などに、
たばこや灰皿を置かないことも重要です。
・室内で吸った場合、必ず、窓を開けて換気する。
特に対面する２か所の窓を開けて自然換気するのが効果的。

タ
ク
シ
ー
利
用
券
、
紙
お
む
つ
購
入
助
成
券

29
日
か
ら
タ
ク
シ
ー
利
用
券
、

紙
お
む
つ
購
入
助
成
券
の
受
付
開
始

固
定
資
産
税
価
格
等
縦
覧
と

　
　
　
　

課
税
台
帳
閲
覧

　
利
用
券
な
ど
は
３
月
29
日
（
水
）
か

ら
社
会
福
祉
協
議
会
（
☎
52

－

６
６
６

７
）
ま
た
は
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

（
公
民
館
内
☎
52

－

１
９
５
３
）
で
受

け
付
け
ま
す
。

　
な
お
、
社
会
福

祉
協
議
会
は
１
月

か
ら
、
市
役
所
と

文
化
会
館
の
間
に

移
転
し
ま
し
た
。

ご
注
意
く
だ
さ
い

（
上
図
）
。

交
付
さ
れ
た
人
。

持
ち
物
　
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手

帳
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

■
紙
お
む
つ
購
入
助
成
券
の
支
給

　
常
時
お
む
つ
を
使
用
し
て
い
る
次
の

人
に
、
紙
お
む
つ
購
入
助
成
券
（
１
枚

２
千
円
を
年
間
12
枚
）を
支
給
し
ま
す
。

対
象
者

❶
要
介
護
１
〜
５
の
認
定
を

受
け
て
い
る
人
。

❷
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
・
２
級
を
交

付
さ
れ
た
人
。

❸
療
育
手
帳
Ａ
を
交
付
さ
れ
た
人
。

❹
上
記
以
外
で
令
和
４
年
度
に
申
請
済

み
の
人

持
ち
物
　
介
護
保
険
被
保
険
者
証
、
身

体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、
精
神
障

害
者
保
健
福
祉
手
帳

　
令
和
５
年
度
の
固
定
資
産
税
の
価
格

等
が
記
載
さ
れ
た
土
地
、
家
屋
の
価
格

等
縦
覧
簿
を
納
税
者
（
納
付
す
べ
き
税

額
が
生
じ
る
人
）
に
縦
覧
し
ま
す
（
手

数
料
無
料
）
。

縦
覧
期
間
　
４
月
３
日
（
月
）
〜
５
月

１
日
（
月
）

■
タ
ク
シ
ー
利
用
券
の
支
給

　
身
体
・
知
的
・
精
神
障
が
い
者
に
４

月
か
ら
利
用
で
き
る
タ
ク
シ
ー
初
乗
り

運
賃
利
用
券
（
年
間
24
枚
）
を
支
給
し

ま
す
。
※
か
も
ん
タ
ク
シ
ー
は
利
用
で

き
ま
せ
ん
。

対
象
者
　
❶
身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２

級
、
３
級
で
下
肢
不
自
由
、
体
幹
不
自

由
、
心
臓
機
能
障
害
、
腎
臓
機
能
障
害
、

呼
吸
器
機
能
障
害
の
あ
る
人
。

❷
療
育
手
帳
Ａ
を
交
付
さ
れ
た
人
。

❸
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
を

持
ち
物
　
本
人
確
認
が
で
き
る
書
類

■
課
税
台
帳
の
閲
覧
、
証
明

　
納
税
義
務
者
が
、
自
己
の
資
産
の
内

容
や
、
借
地
・
借
家
人
が
賃
貸
借
関
係

に
あ
る
資
産
の
内
容
が
分
か
る
課
税
台

帳
を
見
た
い
場
合
や
記
載
事
項
の
証
明

が
必
要
な
場
合
は
、
閲
覧
か
証
明
申
請

を
し
て
く
だ
さ
い
。

閲
覧
・
証
明
期
間
　
通
年

手
数
料
　
４
月
３
日
（
月
）
〜
５
月
１

日
（
月
）
は
閲
覧
手
数
料
無
料
。

　
証
明
手
数
料
は
１
筆
ま
た
は
１
棟
に

つ
き
300
円
（
１
筆
ま
た
は
１
棟
加
え
る

ご
と
に
50
円
加
算
）
。

持
ち
物
　
本
人
確
認
が
で
き
る
書
類
と

次
の
も
の
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

▼
代
理
人
…
委
任
状

▼
借
地
・
借
家
人
等
…
契
約
書
等
権
利

が
確
認
で
き
る
書
面

■
固
定
資
産
税
第
１
期
納
期
限
は
５
月

１
日

　
納
税
通
知
書
・
課
税
明
細
書
は
４
月

11
日
（
火
）
発
送
予
定
で
す
。

※
価
格
審
査
申
出
は
４
月
３
日
（
月
）

か
ら
納
税
通
知
書
を
受
け
た
日
後
、
３

か
月
ま
で
。

縦
覧
等
時
間
／
場
所
・
問
い
合
わ
せ

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
（
土

日
、
祝
日
除
く
）
／
税
務
課
資
産
税
係

（
☎
内
線
124
）

　
社
会
福
祉
協
議
会
で
の
事
務
や
外
郭

団
体
の
事
務
、
そ
の
他
の
業
務
を
行
い

ま
す
。

採
用
人
員
　
１
人

受
験
資
格
　
地
域
福
祉
に
理
解
の
あ
る

人
。
年
齢
不
問
。
普
通
自
動
車
免
許
取

得
者
。

報
　
酬
　
月
額
15
万
677
円

※

期
末
手
当
（
１
・
35
か
月
）
、
通
勤

手
当
あ
り

勤
務
時
間
　
月
曜
日
〜
金
曜
日
の
午
前

８
時
30
分
〜
午
後
５
時

選
　
考
　
書
類
選
考
後
、
面
接
試
験

（
面
接
日
は
応
募
後
に
連
絡
）

申
し
込
み
　
市
販
の
履
歴
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
３
月
31
日
（
金
）
ま
で

に
社
会
福
祉
協
議
会
（
☎
52

－

６
６
６

７
）
へ
。

社
会
福
祉
協
議
会

非
常
勤
職
員
を
募
集

渡り廊下
（
市
役
所
庁
舎
）

正面玄関

別

　棟

（
文
化
会
館
）

入口

入口

歩
道

歩
道

車
道

広報かも　No.801　5．3．15　　 87　　 広報かも　No.801　5．3．15

Ｋ
ａ
ｍ
ｏ
Ｒ
Ｇ
募
集
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
費
用
助
成
終
了

新
体
操
教
室
Ｋ
ａ
ｍ
ｏ
Ｒ
Ｇ

新
規
受
講
生

　
　
　
年
中
〜
中
学
生
を
募
集

　
令
和
５
年
度
の
受
講
生
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

　
新
体
操
は
リ
ボ
ン
、ボ
ー
ル
、フ
ー
プ
、

ロ
ー
プ
、
ク
ラ
ブ
の
５
つ
の
手
具
を
使

い
曲
に
合
わ
せ
て
踊
り
ま
す
。

　
リ
ズ
ム
感
、
柔
軟
性
、
表
現
力
や
美

し
い
姿
勢
な
ど
が
身
に
つ
き
ま
す
。
毎

年
２
月
に
は
一
年
間
の
成
果
を
演
技
発

表
会
と
し
て
盛
大
に
開
催
し
皆
様
に
披

露
し
て
い
ま
す
。

対
　
象
　
年
中
児
〜
中
学
生
の
女
子

会
　
場
　
体
操
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
、
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

練
習
日
　
▼
年
中
・
年
長
児
　
毎
週
木

曜
日
、
午
後
４
時
〜
５
時
▼
小
学
校
１

〜
３
年
生
　
毎
週
水
曜
日
、
午
後
５
時

〜
６
時
▼
小
学
校
４
年
生
〜
中
学
校
３

年
生
　
毎
週
水
曜
日
、
午
後
６
時
15
分

〜
７
時
15
分
　※

小
学
生
以
上
の
希
望

者
は
右
記
詳
細
に
合
わ
せ
て
週
２
回
コ
ー

ス
（
水
・
金
）
も
選
択
可
能
で
す
。

指
導
者
　
齋
藤
里
絵
子
（
シ
ド
ニ
ー
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
新
体
操
代
表
）、
石
黒
愛

（
新
体
操
指
導
員
）、
阿
部
栞
（
新
体
操

指
導
員
）
ほ
か

受
講
料
　（
月
額
）　
２
千
円

保
険
料
等
（
年
額
）　
千
円
　

申
し
込
み
　
申
し
込
み
用
紙
に
記
入
の

う
え
、
保
険
料
を
添
え
て
体
操
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
（
☎
46-

８
５
４
４
）

ま
た
は
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
（
☎

53-

２
２
０
６
）
へ
。

Ｐ
Ｃ
Ｒ
費
用
の
助
成

　
申
請
締
め
切
り
は
4
月
28
日

小
・
中
学
校
の
就
学
援
助
制
度

助
成
対
象
　
３
月
31
日
（
金
）
ま
で
に

検
査
し
た
費
用

対
象
者
　
加
茂
市
に
住
所
を
有
す
る
無

症
状
で
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
希
望
す
る
人

助
成
額
検
査
１
回
当
た
り
上
限
１
万
円

必
要
書
類
　
検
査
に
係
る
領
収
書
の
写

し
、
通
帳
の
写
し
（
口
座
番
号
・
口
座

名
義
が
分
か
る
面
）

締
め
切
り

４
月
28
日
（
金
）

申
請
先
・
問
い
合
わ
せ
　
健
康
福
祉
課

健
康
づ
く
り
係
（
☎
内
線
164
）

世
界
自
閉
症
啓
発
デ
ー

　
　
　
庁
舎
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

　
毎
年
４
月
２
日
は
「
世
界
自
閉
症
啓

発
デ
ー
」
で
す
。
ま
た
、
こ
の
日
か
ら

４
月
８
日
ま
で
は
自
閉
症
を
は
じ
め
と

す
る
発
達
障
が
い
の
理
解
促
進
の
た
め

の
啓
発
週
間
で
す
。

　
加
茂
市
で
は
趣
旨
に
賛
同
し
、
今
年

か
ら
市
庁
舎
（
正
面
玄
関
）
を
ブ
ル
ー

　
市
で
は
、
経
済
的
な
理
由
で
就
学
が

困
難
と
認
め
ら
れ
る
家
庭
に
対
し
て
学

介
護
・
看
護
支
援
セ
ン
タ
ー

市
役
所
１
階
で
業
務
開
始

　
３
月
か
ら
市
役
所
１
階
に
移
転
し
て

業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
４
月

か
ら
は
課
名
が「
長
寿
あ
ん
し
ん
課（
仮

称
）」
に
変
更
す
る
予
定
で
す
。

問
い
合
わ
せ
　
加
茂
市
介
護
・
看
護
支

援
セ
ン
タ
ー
（
☎
41

－

４
０
３
２
）

正面玄関
（車イスも出入りできます）

（車イスも出入りできます）

風除室

市民ロビー 市民ロビー

市民課相談室

会計課 こども
未来課 健康福祉課

売店

相
談
室

相
談
室

管
理
室

休日　夜間通用口

相談室
税務課

商工観光課

市役所 1階

介護・看
護支援セ
ンター

れ
て
く
だ
さ
い
。
石
川
小
学
校
区
外
の

人
も
利
用
で
き
ま
す
。

期
　
間
　
３
月
23
日
（
木
）
〜
27
日

（
月
）
午
前
７
時
30
分
〜
午
後
５
時

回
収
場
所
　
ゆ
き
つ
ば
き
荘
駐
車
場

（
幸
町
２
）

問
い
合
わ
せ
　
同
Ｐ
Ｔ
Ａ
事
務
局
（
☎

52

－

９
８
５
３
）

古
紙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
回
収
、
ゴ
ミ
袋
は
透
明
・
半
透
明

■
古
紙
類
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
回
収

　
４
月
か
ら
２
か
月
に
１
回
、
古
紙
類

の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
回
収
を
始
め
ま
す
。

　
回
収
日
は
ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー
で
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
新
聞
・
チ
ラ
シ
、
雑
誌
類
、

段
ボ
ー
ル
を
分
け
て
十
文
字
に
結
ん
で

出
し
て
く
だ
さ
い
（
新
聞
店
配
布
の
袋

も
可
）
。

※

古
紙
類
は
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
以
外
に

も
、
地
区
・
学
校
等
の
廃
品
回
収
、
拠

点
回
収
（
清
掃
セ
ン
タ
ー
、
（
株
）
西

國
商
店
）
で
回
収
し
て
い
ま
す
。

　
古
紙
類
は
資
源
物
の
た

め
「
燃
え
る
ご
み
の
日
」

に
は
出
せ
ま
せ
ん
。

４
月
か
ら
「
ご
み
収
集
」
が
変
わ
り
ま
す

古
紙
類
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
回
収
、
ご
み
袋
は
透
明
、
白
色
半
透
明
に

再
生
資
源
（
古
紙
類
）
回
収

事
業
実
施
団
体
は
登
録
を

石
川
小
Ｐ
Ｔ
Ａ

　
リ
サ
イ
ク
ル
運
動

の
発
生
し
や
す
い
こ
の
時
季
に
、
火
災

予
防
意
識
を
高
め
、
火
災
発
生
を
防
止

し
、
大
切
な
生
命
・
身
体
・
財
産
を
火

災
の
魔
の
手
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

防
火
標
語
　
「
お
出
か
け
は

マ
ス
ク

戸
締
り
火
の
用
心
」

■
住
宅
火
災
に
注
意

　
全
国
各
地
で
死
者
を
伴
う
住
宅
火
災

が
発
生
し
て
い
ま
す
。
火
の
元
の
確

認
、
暖
房
器
具
の
適
正
利
用
や
火
災
予

防
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

火
災
予
防
の
ポ
イ
ン
ト

▼
ス
ト
ー
ブ
　
衣
類
や
布
団
な
ど
燃
え

や
す
い
物
を
近
く
に
置
か
な
い
。
洗
濯

物
を
ス
ト
ー
ブ
上
に
干
さ
な
い
。

　
給
油
は
火
を
消
し
、
タ
ン
ク
の
ふ
た

を
確
実
に
閉
め
る
。

▼
こ
ん
ろ
　
離
れ
る
際
は
消
火
。
燃
え

や
す
い
物
を
近
く
に
置
か
な
い
。

　
定
期
的
に
清
掃
す
る
。

▼
た
ば
こ
　
灰
皿
に
は
水
を
入
れ
て
確

実
に
消
火
。

　
寝
た
ば
こ
や
ポ
イ
捨
て
は
厳
禁
。

▼
電
気
配
線
や
電
気
機
器
類

　
コ
ン
セ
ン
ト
周
り
の
ほ
こ
り
を
掃
除

す
る
。
た
こ
足
配
線
は
し
な
い
。

　
劣
化
や
故
障
が
疑
わ
れ
る
も
の
は
使

用
し
な
い
。

問
い
合
わ
せ
　
加
茂
地
域
消
防
署
予
防

課
（
☎
52

－

１
７
７
０
）

　
収
集
せ
ず
に
残
置
し
、
分
別
ル
ー
ル

の
徹
底
を
図
り
ま
す
。
正
し
く
分
別

し
、
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る
も
の
は
資
源

化
す
る
た
め
、
市
民
の
皆
様
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
環
境
課
生
活
環
境
係

（
☎
内
線
251
）

　
廃
品
回
収
な
ど
の
古
紙
類
を
回
収
し

た
団
体
に
回
収
量
に
応
じ
て
補
助
金
を

交
付
し
ま
す
。
補
助
金
の
交
付
を
受
け

た
い
団
体
は
登
録
を
し
て
く
だ
さ
い
。

対
　
象
　
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
子
供
会
、
育
成

会
、
老
人
会
、
自
治
会
な
ど

補
助
金
交
付
品
目
　
新
聞
・
チ
ラ
シ
、

雑
誌
、
段
ボ
ー
ル
、
ア
ル
ミ
缶

※

前
年
度
登
録
団
体
に
は
案
内
済
み
。

問
い
合
わ
せ
　
環
境
課
生
活
環
境
係

（
☎
内
線
251
）

春
の
火
災

　
　
予
防
運
動

　
４
月
１
日
（
土
）
〜
７
日
（
金
）
は

春
の
火
災
予
防
運
動
期
間
で
す
。
火
災

■
ご
み
袋
は
透
明
、
白
色
半
透
明

　
分
別
意
識
の
向
上
と
収
集
時
や
施
設

で
の
事
故
防
止
を
目
的
に
、
可
燃
ご

み
、
不
燃
ご
み
と
も
、
ご
み
袋
は
透
明

ま
た
は
白
色
半
透
明
に
な
り
ま
す
。

ご
み
袋
に
使
用
で
き
な
い
も
の

　
黒
い
袋
、
米
袋
、
肥
料
袋
、
段
ボ
ー

ル
箱
、
紙
袋
な
ど

　
米
袋
、
肥
料
袋
等
は
、
ま
と
め
て
紐

で
し
ば
っ
て
、
そ
の
ま
ま
ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
啓
発
シ
ー
ル
で
ル
ー
ル
の
徹
底
を

　
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
回
収
で
分
別
ル
ー
ル

が
守
ら
れ
て
い
な
い
場
合
、
啓
発
シ
ー

ル
「
収
集
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
」
を
貼

り
ま
す
。

　
新
聞
・
チ
ラ
シ
、
雑
誌
、
段
ボ
ー
ル

の
廃
品
回
収
を
し
ま
す
。

　
期
間
内
に
設
置
し
た
コ
ン
テ
ナ
に
入 ホームページ

用
品
費
等
の
援
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

援
助
対
象
　
学
用
品
費
、修
学
旅
行
費
、

給
食
費
、
医
療
費
（
た
だ
し
指
定
さ
れ

て
い
る
疾
病
の
み
）
な
ど
。

手
続
き
　
制
度
の
案
内
が
小
中
学
校
の

児
童
生
徒
の
い
る
家
庭
に
各
学
校
か
ら

届
き
ま
す
。

　
援
助
を
受
け
よ
う
と
す
る
人
は
、
手

続
き
に
必
要
な
書
類
が
学
校
に
用
意
し

て
あ
り
ま
す
の
で
、
４
月
14
日
（
金
）

ま
で
に
学
校
へ
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
年
度
途
中
で
も
随
時
受
け
付

け
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※

生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
、
ま
た
は

継
続
の
人
で
既
に
手
続
き
が
終
わ
っ
て

い
る
場
合
は
手
続
き
不
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
　
学
校
教
育
課
（
☎
内
線

451
）

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
し
ま
す
。

日
　
時
　
４
月
２
日
（
日
）
午
後
５

時
45
分
〜
10
時

問
い
合
わ
せ
　
健
康
福
祉
課
障
が
い

支
援
係
（
☎
内
線
172
）
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総
　
体
　
結
　
果

第
65
回
　

　
　
総
体
結
果

　
　
　
　
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

期
　
日
　
２
月
５
日
（
日
）

会
　
場
　
す
ぱ
ー
く
加
茂

参
加
チ
ー
ム
数
　
５
チ
ー
ム

第
１
位
　
雪
椿

第
２
位
　
七
谷
Ａ

第
３
位
　
秋
房

　
　
　
　
ス
キ
ー

期
　
日
　
２
月
５
日
（
日
）

会
　
場
　
冬
鳥
越
ス
キ
ー
ガ
ー
デ
ン

※

選
手
の
所
属
の
う
ち
「
加
茂
ス
キ
ー

ク
ラ
ブ
」
を
「
加
茂
ス
」
で
掲
載
し
ま

し
た
。

【
回
転
】

▼
小
学
生
女
子
の
部
①
茂
野
千
尋
（
七

谷
小
）
②
小
林
美
咲
（
新
大
付
属
長
岡

小
）
▼
小
学
生
男
子
の
部
①
髙
橋
昊
太

郎
（
下
条
小
）
②
阿
部
瑠
皇
（
七
谷

小
）
③
鈴
木
蕾
音
（
吉
田
小
）
▼
中
学

高
校
一
般
女
子
の
部
①
茂
野
司
（
加
茂

ス
）
②
桑
原
紀
子
（
大
樹
生
命
）
▼
中

学
生
男
子
の
部
①
木
村
優
月
（
若
宮

中
）
▼
成
年
１
部
①
茂
野
雅
人
（
長

沢
）
②
笹
川
義
剛
（
五
泉
中
央
病
院
）

③
目
黒
広
大
（
㈱
桑
田
屋
ス
ポ
ー
ツ
）

▼
成
年
２
部
①
木
村
寛
次
（
㈱
吉
田

組
）
▼
成
年
３
部
①
近
藤
敏
之
（
亀
田

製
菓
㈱
）
②
川
口
清
（
新
潟
電
設
保
守

協
会
）
▼
壮
年
１
部
①
坂
井
裕
（
加
茂

ス
）
②
諸
橋
利
彦
（
㈱
吉
田
組
）
▼
壮

年
２
部
①
五
十
嵐
武
幸
（
加
茂
ス
）
②

田
村
孝
（
加
茂
ス
）
③
阿
部
勝
男
（
加

茂
ス
）

【
大
回
転
】

▼
小
学
生
女
子
高
学
年
の
部
①
小
林
美

咲
②
茂
野
千
尋
▼
小
学
生
男
子
低
学
年

の
部
①
鈴
木
豪
汰
（
吉
田
小
）
②
木
村

彩
人
（
南
小
）
③
菊
田
爽
太
（
七
谷

小
）
▼
小
学
生
男
子
高
学
年
の
部
①
鈴

木
蕾
音
②
髙
橋
昊
太
郎
③
阿
部
瑠
皇
▼

中
学
高
校
一
般
女
子
の
部
①
茂
野
司
②

桑
原
紀
子
▼
中
学
生
男
子
の
部
①
木
村

優
月
▼
成
年
１
部
①
目
黒
広
大
②
茂
野

雅
人
③
笹
川
義
剛
▼
成
年
２
部
①
石
澤

暁
生
②
木
村
寛
次
③
柄
澤
慶
宗
（
加
茂

ス
）
▼
成
年
３
部
①
近
藤
敏
之
②
帆
苅

忠
（
加
茂
ス
）
▼
壮
年
１
部
①
諸
橋
利

彦
②
坂
井
裕
③
松
原
直
人
（
加
茂
ス
）

▼
壮
年
２
部
①
五
十
嵐
武
幸
②
田
村
孝

③
阿
部
勝
男

【
滑
降
】

▼
１
部
①
茂
野
雅
人
②
目
黒
広
大
③
笹

川
義
剛
▼
２
部
①
木
村
寛
次
②
石
澤
暁

生
③
近
藤
敏
之

最
優
秀
選
手
賞

▼
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
　
茂
野
千
尋

▼
一
般
の
部
　
五
十
嵐
武
幸

【有料広告】
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●「受動喫煙」とは
　人が他人の喫煙により たばこから発生した煙にさらされることです。たばこの煙には、約5,300種類の
化学物質が含まれており、うち70種類以上は発がん性物質です。
●受動喫煙による「健康リスク」
受動喫煙によって病気になるリスクは、乳幼児突然死症候群（SIDS）4.7 倍、脳卒中
1.3 倍、肺がん 1.3 倍、虚血性心疾患 1.2 倍も高まるとされています。

　骨髄移植は白血病などの血液難病に有効な治療法です。骨髄移植を成功させるためには、患者さん
と骨髄を提供してくださる人（ドナー）の白血球の型（ＨＬＡ型）が一致しなければならず、その確率は、
兄弟姉妹間では４人に１人、それ以外では数百から数万分の１です。
　そのため、多くの方のドナー登録が必要です。骨髄バンクにご理解とご協力をお願いし
ます。※加茂市には骨髄移植された人への助成制度があります。詳しくは健康福祉課健康
づくり係へ。
■ドナー登録をするには
登録日　毎月第１・３水曜日の午前９時～ 11 時 30 分（要事前予約）
予約・登録窓口（会場）　三条保健所（三条市興野１、 ☎36-2362）
※当日の所要時間は約30分、骨髄バンクの概要や骨髄提供の流れなどを説明し、登録申込書に記入し
ていただき約２mLの採血を行います。
■ドナー登録できる人「骨髄提供の内容を十分に理解」「18 才以上、54 才以下で健康
状態が良好な人」「体重が男性 45kg 以上、女性 40kg 以上」の条件をすべて満たす人
です。骨髄バンクについて詳しくは（公財）日本骨髄バンク（☎03-5280-1789）へ。

ド
ナ
ー
登
録
、
な
く
そ
う
受
動
喫
煙

ホームページ

ホームページ

ホームページ

ホームページ

愛の献血　血液という「いのちを救う贈り物」
皆様の温かいご協力を心からお待ちしています

血液は長期保存できず、人工的に造ることもできません。安全で有効な輸血を
行うため、皆様から献血していただくことが必要です。400mL 献血を行う間隔
　男性は12週間後、女性は16週間後の同じ曜日から献血できます。
※体重50㎏未満の初回献血者と採血基準上400mL献血ができない16歳男性、
16～17歳女性には200mL献血をお願いしています（体重50㎏未満の初回献
血者には、次回以降、献血ルームで成分献血にご協力をお願いします）。

　日本赤十字社では献血する人の健康を考慮し、年間（52 週）の総献血量（全血）を男性は
1,200mL 以内、女性は 800mL 以内と定めています。年間総献血量の範囲内でご協力をお願
いします。令和５年度の加茂市の献血日程は、その都度、広報でお知らせします。
問い合わせ　健康福祉課健康づくり係（☎52-0080内線164）
　　　　　　新潟県赤十字血液センター（☎025-384-0992、 ☎0120-788-224）

命のボランティア、ドナー登録

なくそう！望まない受動喫煙。マナーからルールへ

～ 家庭でできる具体的な対策 ～
・たばこは室内で吸わず、屋外で吸う（喫煙禁止場所以外）。
※子どもの事故防止として、居間・台所・コタツの上などに、
たばこや灰皿を置かないことも重要です。
・室内で吸った場合、必ず、窓を開けて換気する。
特に対面する２か所の窓を開けて自然換気するのが効果的。

タ
ク
シ
ー
利
用
券
、
紙
お
む
つ
購
入
助
成
券

29
日
か
ら
タ
ク
シ
ー
利
用
券
、

紙
お
む
つ
購
入
助
成
券
の
受
付
開
始

固
定
資
産
税
価
格
等
縦
覧
と

　
　
　
　

課
税
台
帳
閲
覧

　
利
用
券
な
ど
は
３
月
29
日
（
水
）
か

ら
社
会
福
祉
協
議
会
（
☎
52

－

６
６
６

７
）
ま
た
は
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

（
公
民
館
内
☎
52

－

１
９
５
３
）
で
受

け
付
け
ま
す
。

　
な
お
、
社
会
福

祉
協
議
会
は
１
月

か
ら
、
市
役
所
と

文
化
会
館
の
間
に

移
転
し
ま
し
た
。

ご
注
意
く
だ
さ
い

（
上
図
）
。

交
付
さ
れ
た
人
。

持
ち
物
　
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手

帳
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

■
紙
お
む
つ
購
入
助
成
券
の
支
給

　
常
時
お
む
つ
を
使
用
し
て
い
る
次
の

人
に
、
紙
お
む
つ
購
入
助
成
券
（
１
枚

２
千
円
を
年
間
12
枚
）を
支
給
し
ま
す
。

対
象
者

❶
要
介
護
１
〜
５
の
認
定
を

受
け
て
い
る
人
。

❷
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
・
２
級
を
交

付
さ
れ
た
人
。

❸
療
育
手
帳
Ａ
を
交
付
さ
れ
た
人
。

❹
上
記
以
外
で
令
和
４
年
度
に
申
請
済

み
の
人

持
ち
物
　
介
護
保
険
被
保
険
者
証
、
身

体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、
精
神
障

害
者
保
健
福
祉
手
帳

　
令
和
５
年
度
の
固
定
資
産
税
の
価
格

等
が
記
載
さ
れ
た
土
地
、
家
屋
の
価
格

等
縦
覧
簿
を
納
税
者
（
納
付
す
べ
き
税

額
が
生
じ
る
人
）
に
縦
覧
し
ま
す
（
手

数
料
無
料
）
。

縦
覧
期
間
　
４
月
３
日
（
月
）
〜
５
月

１
日
（
月
）

■
タ
ク
シ
ー
利
用
券
の
支
給

　
身
体
・
知
的
・
精
神
障
が
い
者
に
４

月
か
ら
利
用
で
き
る
タ
ク
シ
ー
初
乗
り

運
賃
利
用
券
（
年
間
24
枚
）
を
支
給
し

ま
す
。
※
か
も
ん
タ
ク
シ
ー
は
利
用
で

き
ま
せ
ん
。

対
象
者
　
❶
身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２

級
、
３
級
で
下
肢
不
自
由
、
体
幹
不
自

由
、
心
臓
機
能
障
害
、
腎
臓
機
能
障
害
、

呼
吸
器
機
能
障
害
の
あ
る
人
。

❷
療
育
手
帳
Ａ
を
交
付
さ
れ
た
人
。

❸
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
を

持
ち
物
　
本
人
確
認
が
で
き
る
書
類

■
課
税
台
帳
の
閲
覧
、
証
明

　
納
税
義
務
者
が
、
自
己
の
資
産
の
内

容
や
、
借
地
・
借
家
人
が
賃
貸
借
関
係

に
あ
る
資
産
の
内
容
が
分
か
る
課
税
台

帳
を
見
た
い
場
合
や
記
載
事
項
の
証
明

が
必
要
な
場
合
は
、
閲
覧
か
証
明
申
請

を
し
て
く
だ
さ
い
。

閲
覧
・
証
明
期
間
　
通
年

手
数
料
　
４
月
３
日
（
月
）
〜
５
月
１

日
（
月
）
は
閲
覧
手
数
料
無
料
。

　
証
明
手
数
料
は
１
筆
ま
た
は
１
棟
に

つ
き
300
円
（
１
筆
ま
た
は
１
棟
加
え
る

ご
と
に
50
円
加
算
）
。

持
ち
物
　
本
人
確
認
が
で
き
る
書
類
と

次
の
も
の
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

▼
代
理
人
…
委
任
状

▼
借
地
・
借
家
人
等
…
契
約
書
等
権
利

が
確
認
で
き
る
書
面

■
固
定
資
産
税
第
１
期
納
期
限
は
５
月

１
日

　
納
税
通
知
書
・
課
税
明
細
書
は
４
月

11
日
（
火
）
発
送
予
定
で
す
。

※
価
格
審
査
申
出
は
４
月
３
日
（
月
）

か
ら
納
税
通
知
書
を
受
け
た
日
後
、
３

か
月
ま
で
。

縦
覧
等
時
間
／
場
所
・
問
い
合
わ
せ

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
（
土

日
、
祝
日
除
く
）
／
税
務
課
資
産
税
係

（
☎
内
線
124
）

　
社
会
福
祉
協
議
会
で
の
事
務
や
外
郭

団
体
の
事
務
、
そ
の
他
の
業
務
を
行
い

ま
す
。

採
用
人
員
　
１
人

受
験
資
格
　
地
域
福
祉
に
理
解
の
あ
る

人
。
年
齢
不
問
。
普
通
自
動
車
免
許
取

得
者
。

報
　
酬
　
月
額
15
万
677
円

※

期
末
手
当
（
１
・
35
か
月
）
、
通
勤

手
当
あ
り

勤
務
時
間
　
月
曜
日
〜
金
曜
日
の
午
前

８
時
30
分
〜
午
後
５
時

選
　
考
　
書
類
選
考
後
、
面
接
試
験

（
面
接
日
は
応
募
後
に
連
絡
）

申
し
込
み
　
市
販
の
履
歴
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
３
月
31
日
（
金
）
ま
で

に
社
会
福
祉
協
議
会
（
☎
52

－

６
６
６

７
）
へ
。

社
会
福
祉
協
議
会

非
常
勤
職
員
を
募
集

非
常
勤
職
員
を
募
集

渡り廊下
（
市
役
所
庁
舎
）

正面玄関

別

　棟

（
文
化
会
館
）

入口

入口

歩
道

歩
道

車
道
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総
　
体
　
結
　
果

第
65
回
　

　
　
総
体
結
果

　
　
　
　
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

期
　
日
　
２
月
５
日
（
日
）

会
　
場
　
す
ぱ
ー
く
加
茂

参
加
チ
ー
ム
数
　
５
チ
ー
ム

第
１
位
　
雪
椿

第
２
位
　
七
谷
Ａ

第
３
位
　
秋
房

　
　
　
　
ス
キ
ー

期
　
日
　
２
月
５
日
（
日
）

会
　
場
　
冬
鳥
越
ス
キ
ー
ガ
ー
デ
ン

※

選
手
の
所
属
の
う
ち
「
加
茂
ス
キ
ー

ク
ラ
ブ
」
を
「
加
茂
ス
」
で
掲
載
し
ま

し
た
。

【
回
転
】

▼
小
学
生
女
子
の
部
①
茂
野
千
尋
（
七

谷
小
）
②
小
林
美
咲
（
新
大
付
属
長
岡

小
）
▼
小
学
生
男
子
の
部
①
髙
橋
昊
太

郎
（
下
条
小
）
②
阿
部
瑠
皇
（
七
谷

小
）
③
鈴
木
蕾
音
（
吉
田
小
）
▼
中
学

高
校
一
般
女
子
の
部
①
茂
野
司
（
加
茂

ス
）
②
桑
原
紀
子
（
大
樹
生
命
）
▼
中

学
生
男
子
の
部
①
木
村
優
月
（
若
宮

中
）
▼
成
年
１
部
①
茂
野
雅
人
（
長

沢
）
②
笹
川
義
剛
（
五
泉
中
央
病
院
）

③
目
黒
広
大
（
㈱
桑
田
屋
ス
ポ
ー
ツ
）

▼
成
年
２
部
①
木
村
寛
次
（
㈱
吉
田

組
）
▼
成
年
３
部
①
近
藤
敏
之
（
亀
田

製
菓
㈱
）
②
川
口
清
（
新
潟
電
設
保
守

協
会
）
▼
壮
年
１
部
①
坂
井
裕
（
加
茂

ス
）
②
諸
橋
利
彦
（
㈱
吉
田
組
）
▼
壮

年
２
部
①
五
十
嵐
武
幸
（
加
茂
ス
）
②

田
村
孝
（
加
茂
ス
）
③
阿
部
勝
男
（
加

茂
ス
）

【
大
回
転
】

▼
小
学
生
女
子
高
学
年
の
部
①
小
林
美

咲
②
茂
野
千
尋
▼
小
学
生
男
子
低
学
年

の
部
①
鈴
木
豪
汰
（
吉
田
小
）
②
木
村

彩
人
（
南
小
）
③
菊
田
爽
太
（
七
谷

小
）
▼
小
学
生
男
子
高
学
年
の
部
①
鈴

木
蕾
音
②
髙
橋
昊
太
郎
③
阿
部
瑠
皇
▼

中
学
高
校
一
般
女
子
の
部
①
茂
野
司
②

桑
原
紀
子
▼
中
学
生
男
子
の
部
①
木
村

優
月
▼
成
年
１
部
①
目
黒
広
大
②
茂
野

雅
人
③
笹
川
義
剛
▼
成
年
２
部
①
石
澤

暁
生
②
木
村
寛
次
③
柄
澤
慶
宗
（
加
茂

ス
）
▼
成
年
３
部
①
近
藤
敏
之
②
帆
苅

忠
（
加
茂
ス
）
▼
壮
年
１
部
①
諸
橋
利

彦
②
坂
井
裕
③
松
原
直
人
（
加
茂
ス
）

▼
壮
年
２
部
①
五
十
嵐
武
幸
②
田
村
孝

③
阿
部
勝
男

【
滑
降
】

▼
１
部
①
茂
野
雅
人
②
目
黒
広
大
③
笹

川
義
剛
▼
２
部
①
木
村
寛
次
②
石
澤
暁

生
③
近
藤
敏
之

最
優
秀
選
手
賞

▼
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
　
茂
野
千
尋

▼
一
般
の
部
　
五
十
嵐
武
幸

【有料広告】
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●「受動喫煙」とは
　人が他人の喫煙により たばこから発生した煙にさらされることです。たばこの煙には、約5,300種類の
化学物質が含まれており、うち70種類以上は発がん性物質です。
●受動喫煙による「健康リスク」
受動喫煙によって病気になるリスクは、乳幼児突然死症候群（SIDS）4.7 倍、脳卒中
1.3 倍、肺がん 1.3 倍、虚血性心疾患 1.2 倍も高まるとされています。

　骨髄移植は白血病などの血液難病に有効な治療法です。骨髄移植を成功させるためには、患者さん
と骨髄を提供してくださる人（ドナー）の白血球の型（ＨＬＡ型）が一致しなければならず、その確率は、
兄弟姉妹間では４人に１人、それ以外では数百から数万分の１です。
　そのため、多くの方のドナー登録が必要です。骨髄バンクにご理解とご協力をお願いし
ます。※加茂市には骨髄移植された人への助成制度があります。詳しくは健康福祉課健康
づくり係へ。
■ドナー登録をするには
登録日　毎月第１・３水曜日の午前９時～ 11 時 30 分（要事前予約）
予約・登録窓口（会場）　三条保健所（三条市興野１、 ☎36-2362）
※当日の所要時間は約30分、骨髄バンクの概要や骨髄提供の流れなどを説明し、登録申込書に記入し
ていただき約２mLの採血を行います。
■ドナー登録できる人「骨髄提供の内容を十分に理解」「18 才以上、54 才以下で健康
状態が良好な人」「体重が男性 45kg 以上、女性 40kg 以上」の条件をすべて満たす人
です。骨髄バンクについて詳しくは（公財）日本骨髄バンク（☎03-5280-1789）へ。

ド
ナ
ー
登
録
、
な
く
そ
う
受
動
喫
煙

ホームページ

ホームページ

ホームページ

ホームページ

愛の献血　血液という「いのちを救う贈り物」
皆様の温かいご協力を心からお待ちしています

血液は長期保存できず、人工的に造ることもできません。安全で有効な輸血を
行うため、皆様から献血していただくことが必要です。400mL 献血を行う間隔
　男性は12週間後、女性は16週間後の同じ曜日から献血できます。
※体重50㎏未満の初回献血者と採血基準上400mL献血ができない16歳男性、
16～17歳女性には200mL献血をお願いしています（体重50㎏未満の初回献
血者には、次回以降、献血ルームで成分献血にご協力をお願いします）。

　日本赤十字社では献血する人の健康を考慮し、年間（52 週）の総献血量（全血）を男性は
1,200mL 以内、女性は 800mL 以内と定めています。年間総献血量の範囲内でご協力をお願
いします。令和５年度の加茂市の献血日程は、その都度、広報でお知らせします。
問い合わせ　健康福祉課健康づくり係（☎52-0080内線164）
　　　　　　新潟県赤十字血液センター（☎025-384-0992、 ☎0120-788-224）

命のボランティア、ドナー登録

なくそう！望まない受動喫煙。マナーからルールへ

～ 家庭でできる具体的な対策 ～
・たばこは室内で吸わず、屋外で吸う（喫煙禁止場所以外）。
※子どもの事故防止として、居間・台所・コタツの上などに、
たばこや灰皿を置かないことも重要です。
・室内で吸った場合、必ず、窓を開けて換気する。
特に対面する２か所の窓を開けて自然換気するのが効果的。

タ
ク
シ
ー
利
用
券
、
紙
お
む
つ
購
入
助
成
券

29
日
か
ら
タ
ク
シ
ー
利
用
券
、

紙
お
む
つ
購
入
助
成
券
の
受
付
開
始

固
定
資
産
税
価
格
等
縦
覧
と

　
　
　
　

課
税
台
帳
閲
覧

　
利
用
券
な
ど
は
３
月
29
日
（
水
）
か

ら
社
会
福
祉
協
議
会
（
☎
52

－

６
６
６

７
）
ま
た
は
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

（
公
民
館
内
☎
52

－

１
９
５
３
）
で
受

け
付
け
ま
す
。

　
な
お
、
社
会
福

祉
協
議
会
は
１
月

か
ら
、
市
役
所
と

文
化
会
館
の
間
に

移
転
し
ま
し
た
。

ご
注
意
く
だ
さ
い

（
上
図
）
。

交
付
さ
れ
た
人
。

持
ち
物
　
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手

帳
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

■
紙
お
む
つ
購
入
助
成
券
の
支
給

　
常
時
お
む
つ
を
使
用
し
て
い
る
次
の

人
に
、
紙
お
む
つ
購
入
助
成
券
（
１
枚

２
千
円
を
年
間
12
枚
）を
支
給
し
ま
す
。

対
象
者

❶
要
介
護
１
〜
５
の
認
定
を

受
け
て
い
る
人
。

❷
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
・
２
級
を
交

付
さ
れ
た
人
。

❸
療
育
手
帳
Ａ
を
交
付
さ
れ
た
人
。

❹
上
記
以
外
で
令
和
４
年
度
に
申
請
済

み
の
人

持
ち
物
　
介
護
保
険
被
保
険
者
証
、
身

体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、
精
神
障

害
者
保
健
福
祉
手
帳

　
令
和
５
年
度
の
固
定
資
産
税
の
価
格

等
が
記
載
さ
れ
た
土
地
、
家
屋
の
価
格

等
縦
覧
簿
を
納
税
者
（
納
付
す
べ
き
税

額
が
生
じ
る
人
）
に
縦
覧
し
ま
す
（
手

数
料
無
料
）
。

縦
覧
期
間
　
４
月
３
日
（
月
）
〜
５
月

１
日
（
月
）

■
タ
ク
シ
ー
利
用
券
の
支
給

　
身
体
・
知
的
・
精
神
障
が
い
者
に
４

月
か
ら
利
用
で
き
る
タ
ク
シ
ー
初
乗
り

運
賃
利
用
券
（
年
間
24
枚
）
を
支
給
し

ま
す
。
※
か
も
ん
タ
ク
シ
ー
は
利
用
で

き
ま
せ
ん
。

対
象
者
　
❶
身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２

級
、
３
級
で
下
肢
不
自
由
、
体
幹
不
自

由
、
心
臓
機
能
障
害
、
腎
臓
機
能
障
害
、

呼
吸
器
機
能
障
害
の
あ
る
人
。

❷
療
育
手
帳
Ａ
を
交
付
さ
れ
た
人
。

❸
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
を

持
ち
物
　
本
人
確
認
が
で
き
る
書
類

■
課
税
台
帳
の
閲
覧
、
証
明

　
納
税
義
務
者
が
、
自
己
の
資
産
の
内

容
や
、
借
地
・
借
家
人
が
賃
貸
借
関
係

に
あ
る
資
産
の
内
容
が
分
か
る
課
税
台

帳
を
見
た
い
場
合
や
記
載
事
項
の
証
明

が
必
要
な
場
合
は
、
閲
覧
か
証
明
申
請

を
し
て
く
だ
さ
い
。

閲
覧
・
証
明
期
間
　
通
年

手
数
料
　
４
月
３
日
（
月
）
〜
５
月
１

日
（
月
）
は
閲
覧
手
数
料
無
料
。

　
証
明
手
数
料
は
１
筆
ま
た
は
１
棟
に

つ
き
300
円
（
１
筆
ま
た
は
１
棟
加
え
る

ご
と
に
50
円
加
算
）
。

持
ち
物
　
本
人
確
認
が
で
き
る
書
類
と

次
の
も
の
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

▼
代
理
人
…
委
任
状

▼
借
地
・
借
家
人
等
…
契
約
書
等
権
利

が
確
認
で
き
る
書
面

■
固
定
資
産
税
第
１
期
納
期
限
は
５
月

１
日

　
納
税
通
知
書
・
課
税
明
細
書
は
４
月

11
日
（
火
）
発
送
予
定
で
す
。

※
価
格
審
査
申
出
は
４
月
３
日
（
月
）

か
ら
納
税
通
知
書
を
受
け
た
日
後
、
３

か
月
ま
で
。

縦
覧
等
時
間
／
場
所
・
問
い
合
わ
せ

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
（
土

日
、
祝
日
除
く
）
／
税
務
課
資
産
税
係

（
☎
内
線
124
）

　
社
会
福
祉
協
議
会
で
の
事
務
や
外
郭

団
体
の
事
務
、
そ
の
他
の
業
務
を
行
い

ま
す
。

採
用
人
員
　
１
人

受
験
資
格
　
地
域
福
祉
に
理
解
の
あ
る

人
。
年
齢
不
問
。
普
通
自
動
車
免
許
取

得
者
。

報
　
酬
　
月
額
15
万
677
円

※

期
末
手
当
（
１
・
35
か
月
）
、
通
勤

手
当
あ
り

勤
務
時
間
　
月
曜
日
〜
金
曜
日
の
午
前

８
時
30
分
〜
午
後
５
時

選
　
考
　
書
類
選
考
後
、
面
接
試
験

（
面
接
日
は
応
募
後
に
連
絡
）

申
し
込
み
　
市
販
の
履
歴
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
３
月
31
日
（
金
）
ま
で

に
社
会
福
祉
協
議
会
（
☎
52

－

６
６
６

７
）
へ
。

社
会
福
祉
協
議
会

非
常
勤
職
員
を
募
集

渡り廊下
（
市
役
所
庁
舎
）

正面玄関

別

　棟

（
文
化
会
館
）

入口

入口

歩
道

歩
道

車
道
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シ
リ
ー
ズ
　
ご
み
焼
却
場
の
今
と
今
後

　広報かも２月号では、現在の清掃センターを大切に使っていくため、
ごみの減量と適正なごみの分別による焼却炉の負担軽減が重要である
とお伝えしました。今月は、さらに清掃センターのごみの減量状況につ
いて詳しくお伝えします。
　毎月、「見える化」として、清掃センターへの可燃物搬入量等をお知らせして来ましたが、
年度末も近づき、この１年間の減量状況が見えて来ましたので、改めて今年度の４月から
直近の集計月までの可燃物搬入量等をご紹介します。
　下のグラフは、令和４年度と令和３年度の可燃物搬入量の実績を折れ線グラフにしたも
のです。
　令和４年度は、８月と１月に可燃物搬入量が令和３年度に比べて多くなりましたが、それ
以外の月では、令和３年度に比べて少なく推移する結果となっています。４月から１月まで
の累計値では、令和４年度は約１０,６２４ｔ、令和３年度は約１０,９０７ｔであり、令和３年度に
比べて２８３ｔの減量となりました。（増減率は、－２．５９％、日量あたりの減少量は約１．１３ｔ）
　ごみの減量は、みなさんが毎日心がけることが大切です。３月も減量となるように、引
き続きご協力をお願いいたします！

見える化
清掃センターへの可燃物搬入量の推移（令和３年度比較）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月
令和３年度 1108.9 1163.9 1157.2 1156.5 1167.4 1070.9 1073.4 1087.5 1044.4 876.6
令和４年度 1079.6 1156.7 1040.1 1081.6 1225.2 1034.5 1069.4 1064.2 984.2 888.5

800.0

900.0
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体
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果

　
　
　
　
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

期
　
日
　
２
月
５
日
（
日
）

会
　
場
　
す
ぱ
ー
く
加
茂

参
加
チ
ー
ム
数
　
５
チ
ー
ム

第
１
位
　
雪
椿

第
２
位
　
七
谷
Ａ

第
３
位
　
秋
房

　
　
　
　
ス
キ
ー

期
　
日
　
２
月
５
日
（
日
）

会
　
場
　
冬
鳥
越
ス
キ
ー
ガ
ー
デ
ン

※

選
手
の
所
属
の
う
ち
「
加
茂
ス
キ
ー

ク
ラ
ブ
」
を
「
加
茂
ス
」
で
掲
載
し
ま

し
た
。

【
回
転
】

▼
小
学
生
女
子
の
部
①
茂
野
千
尋
（
七

谷
小
）
②
小
林
美
咲
（
新
大
付
属
長
岡

小
）
▼
小
学
生
男
子
の
部
①
髙
橋
昊
太

郎
（
下
条
小
）
②
阿
部
瑠
皇
（
七
谷

小
）
③
鈴
木
蕾
音
（
吉
田
小
）
▼
中
学

高
校
一
般
女
子
の
部
①
茂
野
司
（
加
茂

ス
）
②
桑
原
紀
子
（
大
樹
生
命
）
▼
中

学
生
男
子
の
部
①
木
村
優
月
（
若
宮

中
）
▼
成
年
１
部
①
茂
野
雅
人
（
長

沢
）
②
笹
川
義
剛
（
五
泉
中
央
病
院
）

③
目
黒
広
大
（
㈱
桑
田
屋
ス
ポ
ー
ツ
）

▼
成
年
２
部
①
木
村
寛
次
（
㈱
吉
田

組
）
▼
成
年
３
部
①
近
藤
敏
之
（
亀
田

製
菓
㈱
）
②
川
口
清
（
新
潟
電
設
保
守

協
会
）
▼
壮
年
１
部
①
坂
井
裕
（
加
茂

ス
）
②
諸
橋
利
彦
（
㈱
吉
田
組
）
▼
壮

年
２
部
①
五
十
嵐
武
幸
（
加
茂
ス
）
②

田
村
孝
（
加
茂
ス
）
③
阿
部
勝
男
（
加

茂
ス
）

【
大
回
転
】

▼
小
学
生
女
子
高
学
年
の
部
①
小
林
美

咲
②
茂
野
千
尋
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小
学
生
男
子
低
学
年

の
部
①
鈴
木
豪
汰
（
吉
田
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）
②
木
村

彩
人
（
南
小
）
③
菊
田
爽
太
（
七
谷

小
）
▼
小
学
生
男
子
高
学
年
の
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①
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木
蕾
音
②
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昊
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③
阿
部
瑠
皇
▼

中
学
高
校
一
般
女
子
の
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茂
野
司
②

桑
原
紀
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▼
中
学
生
男
子
の
部
①
木
村

優
月
▼
成
年
１
部
①
目
黒
広
大
②
茂
野

雅
人
③
笹
川
義
剛
▼
成
年
２
部
①
石
澤

暁
生
②
木
村
寛
次
③
柄
澤
慶
宗
（
加
茂

ス
）
▼
成
年
３
部
①
近
藤
敏
之
②
帆
苅

忠
（
加
茂
ス
）
▼
壮
年
１
部
①
諸
橋
利

彦
②
坂
井
裕
③
松
原
直
人
（
加
茂
ス
）

▼
壮
年
２
部
①
五
十
嵐
武
幸
②
田
村
孝

③
阿
部
勝
男

【
滑
降
】

▼
１
部
①
茂
野
雅
人
②
目
黒
広
大
③
笹

川
義
剛
▼
２
部
①
木
村
寛
次
②
石
澤
暁

生
③
近
藤
敏
之

最
優
秀
選
手
賞

▼
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
　
茂
野
千
尋

▼
一
般
の
部
　
五
十
嵐
武
幸

【有料広告】
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シ
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ズ
　
ご
み
焼
却
場
の
今
と
今
後

　広報かも２月号では、現在の清掃センターを大切に使っていくため、
ごみの減量と適正なごみの分別による焼却炉の負担軽減が重要である
とお伝えしました。今月は、さらに清掃センターのごみの減量状況につ
いて詳しくお伝えします。
　毎月、「見える化」として、清掃センターへの可燃物搬入量等をお知らせして来ましたが、
年度末も近づき、この１年間の減量状況が見えて来ましたので、改めて今年度の４月から
直近の集計月までの可燃物搬入量等をご紹介します。
　下のグラフは、令和４年度と令和３年度の可燃物搬入量の実績を折れ線グラフにしたも
のです。
　令和４年度は、８月と１月に可燃物搬入量が令和３年度に比べて多くなりましたが、それ
以外の月では、令和３年度に比べて少なく推移する結果となっています。４月から１月まで
の累計値では、令和４年度は約１０,６２４ｔ、令和３年度は約１０,９０７ｔであり、令和３年度に
比べて２８３ｔの減量となりました。（増減率は、－２．５９％、日量あたりの減少量は約１．１３ｔ）
　ごみの減量は、みなさんが毎日心がけることが大切です。３月も減量となるように、引
き続きご協力をお願いいたします！

見える化
清掃センターへの可燃物搬入量の推移（令和３年度比較）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月
令和３年度 1108.9 1163.9 1157.2 1156.5 1167.4 1070.9 1073.4 1087.5 1044.4 876.6
令和４年度 1079.6 1156.7 1040.1 1081.6 1225.2 1034.5 1069.4 1064.2 984.2 888.5
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加
茂
の
風
土
記
・
あ
り
が
と
う
（
寄
附
）

　
新
通
遺
跡
は
一
面
水
田
が
ひ
ろ
が
る

沖
積
地
に
位
置
し
、
国
道
四
〇
三
号
線

バ
イ
パ
ス
建
設
工
事
に
伴
い
、
平
成
十

年
に
発
掘
調
査
さ
れ
た
。調
査
に
よ
り
、

今
か
ら
約
千
七
百
年
前
頃
の
古
墳
時
代

前
期
の
遺
構
や
遺
物
が
出
土
し
た
。

　
そ
の
中
に
混
じ
っ
て
わ
ず
か
五
点
で

は
あ
る
が
古
墳
時
代
の
土
器
と
は
異
質

な
土
器
が
確
認
さ
れ
た
。土
器
は
黒
く
、

表
面
に
文
様
が
み
ら
れ
る
。
詳
し
く
記

す
と
、
五
点
の
う
ち
三
点
（
①
）
は
一

連
の
文
様
が
施
さ
れ
、
接
合
す
る
頸
部

〜
胴
部
片
、
残
り
の
二
点
（
②
）
は
平

底
の
底
部
片
で
径
五
．
六
㎝
で
あ
る
。

①
と
②
は
離
れ
た
部
位
の
も
の
で
あ
る

が
、
同
様
の
性
状
か
ら
同
一
の
個
体
と

判
断
で
き
る
。①
の

土
器
を
天
地
や
傾
き

を
考
慮
し
て
図
面
に

お
こ
す
と
胴
部
中
ほ

ど
に
向
か
っ
て
膨
ら

み
、
頸
部
が
や
や
す

ぼ
ま
る
筒
形
を
し
た

器
形
で
あ
る
こ
と
が

分
か
る
。

　
文
様
は
①
の
外
面

に
み
ら
れ
、
残
存
す
る
八
㎝
の
幅
の
中

に
、
ヘ
ラ
で
描
か
れ
た
不
揃
い
の
直
線

と
波
状
の
沈
線
文
が
二
十
条
あ
る
。
真

ん
中
付
近
の
三
条
の
沈
線
を
仕
切
り
と

し
て
上
下
に
区
画
さ
れ
た
文
様
帯
が
あ

る
よ
う
だ
（
写
真
１
）。
内
面
に
は
文

様
で
は
な
く
、土
器
を
整
形
す
る
際
に
、

ハ
ケ
で
つ
け
ら
れ
た
細
か
い
ハ
ケ
目
が

残
る
（
写
真
２
）。

　
こ
の
土
器
は
文
様
の
特
徴
な
ど
か
ら

今
か
ら
約
二
千
年
前
頃
の
弥
生
時
代
中

期
後
半
の
も
の
と
考
え
ら
れ
、
類
似
し

た
土
器
を
周
辺
に
求
め
る
と
、
器
形
や

文
様
構
成
は
福
島
県
奥
会
津
地
方
の
只

見
川
流
域
に
、
内
面
の
整
形
方
法
は
信

州
地
方
の
栗
林
式
土
器
に
特
徴
的
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
、
両
地
方

か
ら
の
影
響
を
受
け
た
土
器
作
り
の
流

儀
が
融
合
し
た
も
の
と
言
え
る
。

　
こ
の
他
に
も
、
下
高
柳
の
諏
訪
ノ
沢

遺
跡
で
は
、
栗
林
式
土
器
文
化
圏
か

ら
搬
入
さ
れ
た
石
器
（
中
期
）、
黒
水

の
七
谷
忠
魂
碑
遺
跡
で
は
東
北
系
の

天
王
山
式
土
器
（
後
期
）、
下
条
の
中

沢
遺
跡
で
は
北
陸
系
の
法
仏
式
土
器

（
後
期
）
な
ど
、
弥
生
時
代
の
地
域
間

交
流
を
物
語
る
も
の
が
出
土
し
て
い

る
。

　
弥
生
時
代
中
〜
後
期
に
か
け
て
は

様
々
な
地
域
の
文
化
が
交
錯
し
た
。

こ
の
土
器
も
そ
の
一
例
で
あ
る
。
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
伊
藤
秀
和
）

加
茂
市
へ

▼
株
式
会
社
ア
イ
セ
ッ
ク
様
か
ら

　
　
　
自
動
消
毒
ス
プ
レ
ー
　
２
千
個

　
令
和
４
年
度
に
い
が
た
県
央
マ
イ
ス

タ
ー
に
、
加
茂
市
か
ら
次
の
２
人
が
認

定
さ
れ
ま
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写真１　新通遺跡出土土器（外面）

写真２　新通遺跡出土土器（内面）

①

②

子育て支援センター　お問い合わせ
乳幼児あそびの広場　神明町２丁目６番27号　☎0256-57-0341
須田憩いとあそびの広場　大字後須田661番地１　 ☎0256-53-2078

・時　間　午前９時～午後５時
（★の日は事業のため、一般利用は午後１時から）
・休館日　乳：12／29～1／3
　　　　　須：日曜日、12／29～1／3

最新の情報は市ホームページをご覧になるか、事前にお問い合わせください。

あそびの広場HP

乳幼児あそびの広場

須田憩いと
あそびの広場

４月19日(水)・５月12日(金) 10：20～11：00

４月28日(金)・５月19日(金) 10:30～10:50

（図書館隣）

　市内に２か所ある広場のイベントなどについて
ご紹介します。

　おえかきタイムやハッピーバースデーなど、開
催日を限定せずにいつでも楽しめるイベントがス
タート。親子ヨガは、開催時間や回数が変更にな
ります。子育て中のご家族が誰でも楽しめる広場
になれるよう、準備を進めています。みなさんの
ご来館をお待ちしています！

4月・5月のイベント予定

　３月は、みんなで一つの作品を作って楽しみま
した。 子どもたちの手形で桜の木を満開にしたり、
「春になったらやりたいこと」を書いた風船で桜の
木の周りを飾りました。暖かい春が待ち遠しいで
すね！ 

　今年度、広場で行われ
た行事の写真１年分を、
３月より掲示していま
す。たくさんの方にご参
加いただきありがとうご
ざいました。 
　写真を見ながら、お子
さんの成長を一緒に喜び
合いたいと思います。
　ぜひ、ご来館ください。 

あかちゃんルームカフェ+（要予約）

にこにこおえかきタイム

にこにこアート
『手形アート』

通年 10:00～閉館まで

にこにこおえかきタイム 通年 10:00～閉館まで

通年 10:00～閉館まで

身体計測・健康相談 ４月４日(火)・５月11日(木) (受付)9:30～11:00

話してみよう、聞いてみよう
４月25日(火)・５月16日(火) (受付)9:30～10:30 
お子さんのことやママ自身のことなど、「ちょっと気になる」「こん
な事言ってもいいかな」をお聞かせください！ 

 子育てスキルアップ講座
（要予約、10組）

※お子さんと一緒に参加できます

★５月18日(木) 10：30～11：00
テーマ「アドラー流子育て」
講師：加茂市こども未来課 公認心理師 山口 笑子さん

制作日：５月23日(火)・24日（水） 10:00～16:00
展示期間：５月25日(木)～31日(水) 

ぴよぴよハッピーバースデー

4月3日(月)・5月8日(月)　10:30～11:00スペシャルお楽しみデー

体重を測れる日 毎週火曜日　10:00～11:00

スペシャルお楽しみデー

イベント 日　時 場　所

ひ
ろ
ば
つ
う
し
ん

ママのためのリフレッシュ
『ハンドケア』（要予約、先着6組）

★５月10日(水) 9:45～10:30・10:30～11:15(各3組)
講師：フェイシャルサロンオレンジドロップ オーナー
坂橋くみ子さん

『大きくなったね！！』開催中です

【4月から子育てイベントがリニューアル】

0歳児からの絵本のへや

ＨＰで、施設の設備やおもちゃの
写真が事前に確認できます。

※市内公共施設、
小中学校、高校、
大学にてそれぞれ
活用させていただ
きます。
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加
茂
の
風
土
記
・
あ
り
が
と
う
（
寄
附
）

　
新
通
遺
跡
は
一
面
水
田
が
ひ
ろ
が
る

沖
積
地
に
位
置
し
、
国
道
四
〇
三
号
線

バ
イ
パ
ス
建
設
工
事
に
伴
い
、
平
成
十

年
に
発
掘
調
査
さ
れ
た
。調
査
に
よ
り
、

今
か
ら
約
千
七
百
年
前
頃
の
古
墳
時
代

前
期
の
遺
構
や
遺
物
が
出
土
し
た
。

　
そ
の
中
に
混
じ
っ
て
わ
ず
か
五
点
で

は
あ
る
が
古
墳
時
代
の
土
器
と
は
異
質

な
土
器
が
確
認
さ
れ
た
。土
器
は
黒
く
、

表
面
に
文
様
が
み
ら
れ
る
。
詳
し
く
記

す
と
、
五
点
の
う
ち
三
点
（
①
）
は
一

連
の
文
様
が
施
さ
れ
、
接
合
す
る
頸
部

〜
胴
部
片
、
残
り
の
二
点
（
②
）
は
平

底
の
底
部
片
で
径
五
．
六
㎝
で
あ
る
。

①
と
②
は
離
れ
た
部
位
の
も
の
で
あ
る

が
、
同
様
の
性
状
か
ら
同
一
の
個
体
と

判
断
で
き
る
。①
の

土
器
を
天
地
や
傾
き

を
考
慮
し
て
図
面
に

お
こ
す
と
胴
部
中
ほ

ど
に
向
か
っ
て
膨
ら

み
、
頸
部
が
や
や
す

ぼ
ま
る
筒
形
を
し
た

器
形
で
あ
る
こ
と
が

分
か
る
。

　
文
様
は
①
の
外
面

に
み
ら
れ
、
残
存
す
る
八
㎝
の
幅
の
中

に
、
ヘ
ラ
で
描
か
れ
た
不
揃
い
の
直
線

と
波
状
の
沈
線
文
が
二
十
条
あ
る
。
真

ん
中
付
近
の
三
条
の
沈
線
を
仕
切
り
と

し
て
上
下
に
区
画
さ
れ
た
文
様
帯
が
あ

る
よ
う
だ
（
写
真
１
）。
内
面
に
は
文

様
で
は
な
く
、土
器
を
整
形
す
る
際
に
、

ハ
ケ
で
つ
け
ら
れ
た
細
か
い
ハ
ケ
目
が

残
る
（
写
真
２
）。
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土
器
は
文
様
の
特
徴
な
ど
か
ら
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弥
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る
。
つ
ま
り
、
両
地
方

か
ら
の
影
響
を
受
け
た
土
器
作
り
の
流

儀
が
融
合
し
た
も
の
と
言
え
る
。
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搬
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土
器

（
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期
）
な
ど
、
弥
生
時
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の
地
域
間

交
流
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物
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の
が
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土
し
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い

る
。
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。
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写真１　新通遺跡出土土器（外面）

写真２　新通遺跡出土土器（内面）

①

②

子育て支援センター　お問い合わせ
乳幼児あそびの広場　神明町２丁目６番27号　☎0256-57-0341
須田憩いとあそびの広場　大字後須田661番地１　 ☎0256-53-2078

・時　間　午前９時～午後５時
（★の日は事業のため、一般利用は午後１時から）
・休館日　乳：12／29～1／3
　　　　　須：日曜日、12／29～1／3

最新の情報は市ホームページをご覧になるか、事前にお問い合わせください。

あそびの広場HP

乳幼児あそびの広場

須田憩いと
あそびの広場

４月19日(水)・５月12日(金) 10：20～11：00

４月28日(金)・５月19日(金) 10:30～10:50

（図書館隣）

　市内に２か所ある広場のイベントなどについて
ご紹介します。

　おえかきタイムやハッピーバースデーなど、開
催日を限定せずにいつでも楽しめるイベントがス
タート。親子ヨガは、開催時間や回数が変更にな
ります。子育て中のご家族が誰でも楽しめる広場
になれるよう、準備を進めています。みなさんの
ご来館をお待ちしています！

4月・5月のイベント予定

　３月は、みんなで一つの作品を作って楽しみま
した。 子どもたちの手形で桜の木を満開にしたり、
「春になったらやりたいこと」を書いた風船で桜の
木の周りを飾りました。暖かい春が待ち遠しいで
すね！ 

　今年度、広場で行われ
た行事の写真１年分を、
３月より掲示していま
す。たくさんの方にご参
加いただきありがとうご
ざいました。 
　写真を見ながら、お子
さんの成長を一緒に喜び
合いたいと思います。
　ぜひ、ご来館ください。 

あかちゃんルームカフェ+（要予約）

にこにこおえかきタイム

にこにこアート
『手形アート』

通年 10:00～閉館まで

にこにこおえかきタイム 通年 10:00～閉館まで

通年 10:00～閉館まで

身体計測・健康相談 ４月４日(火)・５月11日(木) (受付)9:30～11:00

話してみよう、聞いてみよう
４月25日(火)・５月16日(火) (受付)9:30～10:30 
お子さんのことやママ自身のことなど、「ちょっと気になる」「こん
な事言ってもいいかな」をお聞かせください！ 

 子育てスキルアップ講座
（要予約、10組）

※お子さんと一緒に参加できます

★５月18日(木) 10：30～11：00
テーマ「アドラー流子育て」
講師：加茂市こども未来課 公認心理師 山口 笑子さん

制作日：５月23日(火)・24日（水） 10:00～16:00
展示期間：５月25日(木)～31日(水) 

ぴよぴよハッピーバースデー

4月3日(月)・5月8日(月)　10:30～11:00スペシャルお楽しみデー

体重を測れる日 毎週火曜日　10:00～11:00

スペシャルお楽しみデー

イベント 日　時 場　所

ひ
ろ
ば
つ
う
し
ん

ママのためのリフレッシュ
『ハンドケア』（要予約、先着6組）

★５月10日(水) 9:45～10:30・10:30～11:15(各3組)
講師：フェイシャルサロンオレンジドロップ オーナー
坂橋くみ子さん

『大きくなったね！！』開催中です

【4月から子育てイベントがリニューアル】

0歳児からの絵本のへや

ＨＰで、施設の設備やおもちゃの
写真が事前に確認できます。

※市内公共施設、
小中学校、高校、
大学にてそれぞれ
活用させていただ
きます。
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暮
ら
し
の
カ
レ
ン
ダ
ー

市民憲章  第 2 条（健康・安全） 強いからだと心をきたえ　明るく笑顔で暮らします

22
㈬
友引

23
㈭
先負

24
㈮
仏滅

25
㈯
大安

26
㈰
赤口

27
㈪
先勝

28
㈫
友引

29
㈬
先負

30
㈭
仏滅

31
㈮
大安

21
㈫
先勝

2
㈰
先勝

3
㈪
友引

4
㈫
先負

5
㈬
仏滅

6
㈭
大安

7
㈮
赤口

8
㈯
先勝

9
㈰
友引

・休館（市立図書館、民俗資料館、各コミセン）

・県議会議員選挙期日前投票（4月8日まで）
　　　　　　　　　市役所別棟 　8：30～20：00
・一般映画鑑賞会（定員50人、申し込み不要）
　「陽光桜」　　　市立図書館　14：00から

・一般映画鑑賞会（定員50人、申し込み不要）
　「陽光桜」　　　市立図書館　14：00から

・定期露店市場
・休館（文化会館、温水プール）

・心配ごと相談
　　　　　　市役所別棟相談室 9：00～15：00
・休館（ＢＢＣ）

・法律相談（社会福祉協議会☎52－6667へ予約）
　　　　　　市役所別棟相談室　13：00～16：00
・休館（ＢＢＣ）

・第57回雪椿まつり
　 スマホでＧｏ!Ｇｏ!スタンプラリー
　（～５月７日まで）
　謎解きまち歩き　不思議のまちのアイリス
ＨＩＫＡＲＩ×ＴＳＵＢＡＫＩ
　（～５月７日まで）
・子ども読書会　　市立図書館　14：00から

休日当番医　わたなべ医院
 　　　　 ☎５３－３８５０ 9：00～17：00
・総体　サッカー　フットサル（一般A）
　　　　　勤労者体育センター　 9：00試合開始

・補聴器相談   市役所相談室４　11：00～12：00
・休館（文化会館、温水プール）

・心配ごと相談
　　　　　　　市役所相談室４ 9：00～15：00
・定期露店市場
・休館（ＢＢＣ）

・休館（市立図書館、民俗資料館、各コミセン）

・読もう・語ろうイギリス文字
　　　　　　　　　市立図書館　10：00から
・休館（ＢＢＣ）

・休館（ＢＢＣ）

・行政相談　　市役所相談室１ 9：00～11：30
・心配ごと相談
　　　　　　　市役所相談室４ 9：00～15：00
・加茂市長・加茂市議会議員選挙　立候補予定者
　説明会　　市役所３階会議室　13：30から
・けんこう栄養相談会（前日までに健康福祉課
　☎内線165へ要予約） 公民館　13：30～16：30
・休館（美人の湯、ＢＢＣ、温水プール）

・休館（公民館・市民体育館、市立図書館、民俗
　資料館、各コミセン）

・古典文学の集い・万葉集
　　　　　　　　　市立図書館　10：00から
・定期露店市場

3月・4月

20
赤口

3月

㈪

1
赤口

4月

㈯

　休日当番医　にのみや内科クリニック
 　　　　 ☎５７－０７７０ 9：00～17：00
・加茂山一斉清掃
　　　　　　　加茂山公園一円 6：30～7：30
・第57回雪椿まつり 雪椿杯バレーボール大会
　　　　　勤労者体育センター 8：45開会式
・加茂山リス園オープン　　　　10：00～16：00
・市役所庁舎ブルーライトアップ
　　　　　　　　庁舎正面玄関　17：45～22：00

　休日当番医　中村医院
 　　　　 ☎５２－００９５ 9：00～17：00
・県議会議員選挙投票日
　　　　　　　　　　各投票所 7：00～20：00
・定期露店市場

月 日 休日当番医 ☎
3／19（日）

4／2（日）
26（日）

小池内科消化器科クリニック ５３－３３５５
吉田内科医院

にのみや内科クリニック
わたなべ医院

５７－７５１１
５３－３８５０
５７－０７７０

21（火・祝）

9（日）中村医院 ５２－００９５
16（日）鷲塚内科医院 ５２－２０５４

春分の日
　休日当番医　吉田内科医院
 　　　　 ☎５７－７５１１ 9：00～17：00
・休館（文化会館、市立図書館、民俗資料館）
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加
茂
の
風
土
記
・
あ
り
が
と
う
（
寄
附
）

　
新
通
遺
跡
は
一
面
水
田
が
ひ
ろ
が
る

沖
積
地
に
位
置
し
、
国
道
四
〇
三
号
線

バ
イ
パ
ス
建
設
工
事
に
伴
い
、
平
成
十

年
に
発
掘
調
査
さ
れ
た
。調
査
に
よ
り
、

今
か
ら
約
千
七
百
年
前
頃
の
古
墳
時
代

前
期
の
遺
構
や
遺
物
が
出
土
し
た
。

　
そ
の
中
に
混
じ
っ
て
わ
ず
か
五
点
で

は
あ
る
が
古
墳
時
代
の
土
器
と
は
異
質

な
土
器
が
確
認
さ
れ
た
。土
器
は
黒
く
、

表
面
に
文
様
が
み
ら
れ
る
。
詳
し
く
記

す
と
、
五
点
の
う
ち
三
点
（
①
）
は
一

連
の
文
様
が
施
さ
れ
、
接
合
す
る
頸
部

〜
胴
部
片
、
残
り
の
二
点
（
②
）
は
平

底
の
底
部
片
で
径
五
．
六
㎝
で
あ
る
。

①
と
②
は
離
れ
た
部
位
の
も
の
で
あ
る

が
、
同
様
の
性
状
か
ら
同
一
の
個
体
と

判
断
で
き
る
。①
の

土
器
を
天
地
や
傾
き

を
考
慮
し
て
図
面
に

お
こ
す
と
胴
部
中
ほ

ど
に
向
か
っ
て
膨
ら

み
、
頸
部
が
や
や
す

ぼ
ま
る
筒
形
を
し
た

器
形
で
あ
る
こ
と
が

分
か
る
。

　
文
様
は
①
の
外
面

に
み
ら
れ
、
残
存
す
る
八
㎝
の
幅
の
中

に
、
ヘ
ラ
で
描
か
れ
た
不
揃
い
の
直
線

と
波
状
の
沈
線
文
が
二
十
条
あ
る
。
真

ん
中
付
近
の
三
条
の
沈
線
を
仕
切
り
と

し
て
上
下
に
区
画
さ
れ
た
文
様
帯
が
あ

る
よ
う
だ
（
写
真
１
）。
内
面
に
は
文

様
で
は
な
く
、土
器
を
整
形
す
る
際
に
、

ハ
ケ
で
つ
け
ら
れ
た
細
か
い
ハ
ケ
目
が

残
る
（
写
真
２
）。

　
こ
の
土
器
は
文
様
の
特
徴
な
ど
か
ら

今
か
ら
約
二
千
年
前
頃
の
弥
生
時
代
中

期
後
半
の
も
の
と
考
え
ら
れ
、
類
似
し

た
土
器
を
周
辺
に
求
め
る
と
、
器
形
や

文
様
構
成
は
福
島
県
奥
会
津
地
方
の
只

見
川
流
域
に
、
内
面
の
整
形
方
法
は
信

州
地
方
の
栗
林
式
土
器
に
特
徴
的
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
、
両
地
方

か
ら
の
影
響
を
受
け
た
土
器
作
り
の
流

儀
が
融
合
し
た
も
の
と
言
え
る
。

　
こ
の
他
に
も
、
下
高
柳
の
諏
訪
ノ
沢

遺
跡
で
は
、
栗
林
式
土
器
文
化
圏
か

ら
搬
入
さ
れ
た
石
器
（
中
期
）、
黒
水

の
七
谷
忠
魂
碑
遺
跡
で
は
東
北
系
の

天
王
山
式
土
器
（
後
期
）、
下
条
の
中

沢
遺
跡
で
は
北
陸
系
の
法
仏
式
土
器

（
後
期
）
な
ど
、
弥
生
時
代
の
地
域
間

交
流
を
物
語
る
も
の
が
出
土
し
て
い

る
。

　
弥
生
時
代
中
〜
後
期
に
か
け
て
は

様
々
な
地
域
の
文
化
が
交
錯
し
た
。

こ
の
土
器
も
そ
の
一
例
で
あ
る
。
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
伊
藤
秀
和
）

加
茂
市
へ

▼
株
式
会
社
ア
イ
セ
ッ
ク
様
か
ら

　
　
　
自
動
消
毒
ス
プ
レ
ー
　
２
千
個

　
令
和
４
年
度
に
い
が
た
県
央
マ
イ
ス

タ
ー
に
、
加
茂
市
か
ら
次
の
２
人
が
認

定
さ
れ
ま
し
た
。

◆「
桐
箪
笥
製
造
」
マ
イ
ス
タ
ー

　
鈴
木
浩
市
さ
ん
（
鈴
木
石
太
郎
タ
ン

ス
店
）

◆「
木
製
建
具
製
造
」
マ
イ
ス
タ
ー

　
渡
邊
文
彦
さ
ん
（
渡
辺
建
具
店
）

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

加
茂
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ

▼
本
量
寺
寒
行
会
様
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
１
０
５
，
５
４
０
円

新
通
遺
跡
出
土
の
弥
生
土
器
̶
地
域
間
交
流
の
痕
跡
̶

ち
ゅ
う
せ
き
ち

け
い
ぶ

ど
う
ぶ

つ
つ
が
た

ち
ん
せ
ん
も
ん

く
り
ば
や
し
し
き

す
わ
の
さ
わ

ち
ゅ
う
こ
ん
ひ

て
ん
の
う
や
ま

ほ
う
ぶ
つ

写真１　新通遺跡出土土器（外面）

写真２　新通遺跡出土土器（内面）

①

②

子育て支援センター　お問い合わせ
乳幼児あそびの広場　神明町２丁目６番27号　☎0256-57-0341
須田憩いとあそびの広場　大字後須田661番地１　 ☎0256-53-2078

・時　間　午前９時～午後５時
（★の日は事業のため、一般利用は午後１時から）
・休館日　乳：12／29～1／3
　　　　　須：日曜日、12／29～1／3

最新の情報は市ホームページをご覧になるか、事前にお問い合わせください。

あそびの広場HP

乳幼児あそびの広場

須田憩いと
あそびの広場

４月19日(水)・５月12日(金) 10：20～11：00

４月28日(金)・５月19日(金) 10:30～10:50

（図書館隣）

　市内に２か所ある広場のイベントなどについて
ご紹介します。

　おえかきタイムやハッピーバースデーなど、開
催日を限定せずにいつでも楽しめるイベントがス
タート。親子ヨガは、開催時間や回数が変更にな
ります。子育て中のご家族が誰でも楽しめる広場
になれるよう、準備を進めています。みなさんの
ご来館をお待ちしています！

4月・5月のイベント予定

　３月は、みんなで一つの作品を作って楽しみま
した。 子どもたちの手形で桜の木を満開にしたり、
「春になったらやりたいこと」を書いた風船で桜の
木の周りを飾りました。暖かい春が待ち遠しいで
すね！ 

　今年度、広場で行われ
た行事の写真１年分を、
３月より掲示していま
す。たくさんの方にご参
加いただきありがとうご
ざいました。 
　写真を見ながら、お子
さんの成長を一緒に喜び
合いたいと思います。
　ぜひ、ご来館ください。 

あかちゃんルームカフェ+（要予約）

にこにこおえかきタイム

にこにこアート
『手形アート』

通年 10:00～閉館まで

にこにこおえかきタイム 通年 10:00～閉館まで

通年 10:00～閉館まで

身体計測・健康相談 ４月４日(火)・５月11日(木) (受付)9:30～11:00

話してみよう、聞いてみよう
４月25日(火)・５月16日(火) (受付)9:30～10:30 
お子さんのことやママ自身のことなど、「ちょっと気になる」「こん
な事言ってもいいかな」をお聞かせください！ 

 子育てスキルアップ講座
（要予約、10組）

※お子さんと一緒に参加できます

★５月18日(木) 10：30～11：00
テーマ「アドラー流子育て」
講師：加茂市こども未来課 公認心理師 山口 笑子さん

制作日：５月23日(火)・24日（水） 10:00～16:00
展示期間：５月25日(木)～31日(水) 

ぴよぴよハッピーバースデー

4月3日(月)・5月8日(月)　10:30～11:00スペシャルお楽しみデー

体重を測れる日 毎週火曜日　10:00～11:00

スペシャルお楽しみデー

イベント 日　時 場　所

ひ
ろ
ば
つ
う
し
ん

ママのためのリフレッシュ
『ハンドケア』（要予約、先着6組）

★５月10日(水) 9:45～10:30・10:30～11:15(各3組)
講師：フェイシャルサロンオレンジドロップ オーナー
坂橋くみ子さん

『大きくなったね！！』開催中です

【4月から子育てイベントがリニューアル】

0歳児からの絵本のへや

ＨＰで、施設の設備やおもちゃの
写真が事前に確認できます。

※市内公共施設、
小中学校、高校、
大学にてそれぞれ
活用させていただ
きます。



N
o. 801　

2023

新
潟
県
加
茂
市
幸
町
2
丁
目
3
番
5
号

〒
 959-1392

☎
 0256-52-0080

FA
X 0256-53-2729

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　

https://w
w
w
.city.kam

o.niigata.jp
e-メ

ー
ル
 

kam
o@
city.kam

o.niigata.jp

●
編
集
・
発
行
　
加
茂
市
役
所
総
務
課
広
報
広
聴
係

●
印
刷
　
㈱
小
野
塚
印
刷
所

人口のうごき　3月1日現在 世帯　10,108 (+9) 人口　24,961  (-22)　
男　12,191  (+1)　女　12,770  (-23)　（　）内は前月比
（2月異動分）出生7 (男4 女3)　死亡26 (男 5 女 21)　転出39　転入36

【有料広告】

【有料広告】

【有料広告】

ちょこっと SDGsちょこっと SDGs
　話題の「SDGｓ」について、ちょこっと学んでい
くコーナーです。第6回目は「水・衛生」を取り上げ
ます。

　持続可能な開発目標（SDGs：Sustainable Development 
Goals）とは、2030 年までに持続可能でよりよい世界を目指す国
際目標です。
　17 のゴール・169 のターゲットから構成され、地球上の「誰一
人取り残さない（leave no one behind）」ことを誓っています。

目標 6「水・衛生」
すべての人々の水と衛生の利用可
能性と持続可能な管理を確保する

　安全な水は、今の皆さまの生活には無くて
はならないものです。
　上水道の節水や、油をそのまま流さないな
どの下水道にやさしい排水など、生活の中で
身の周りの「水」を意識してみましょう。

参考：外務省ＨＰ
（https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/oda/sdgs/about/index.html）

「かも防災・行政ナビ」アプリ
防災・行政情報がスマホでご覧になれます♪

アプリDL, 登録方
法は左の二次元
コードから

https://www.city.kamo.niigata.jp/
docs/60679.html




